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○議事日程 

   日程 第 １ 認定第 １号～認定第 ８号 那須烏山市決算の認定について 

          ※質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（青木敏久）  おはようございます。傍聴席の皆様方には、お忙しい中、議場に足を

お運びいただきまして、誠にありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１５名です。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 日程に入る前に、４番、堀江清一議員より発言を求められましたので、これを許可いたしま

したので御報告します。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  改めまして、おはようございます。議席番号４番の堀江清一でござい

ます。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（青木敏久）  次に、９月４日に行われました８番滝口貴史議員の一般質問に関しま

して、執行部より答弁の訂正がございます。 

 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  滝口議員の一般質問の際、公共施設におけるオストメイト設置箇

所ということで４つとお答えしましたが、烏山庁舎、保健福祉センター、山あげ会館、それで
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もう一つ、大金駅前観光交流施設と申し上げましたが、大金駅前観光交流施設は単なる多目的

トイレでございましたので、オストメイト設置箇所については３か所が正しいので、訂正させ

ていただきます。すいませんでした。 

○議長（青木敏久）  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 認定第１号～認定第８号 那須烏山市決算の認定について 

 

○議長（青木敏久）  日程第１ 認定第１号 令和５年度那須烏山市一般会計決算の認定に

ついてから、認定第８号 令和５年度那須烏山市下水道事業会計決算の認定についてまで、認

定案８件を一括して議題といたします。 

 本件については、去る９月３日の本会議において、提案理由の説明及び監査委員による決算

審査結果の報告が終了しております。直ちに質疑に入りますが、所管の委員会に関する事項は、

委員会審査において質疑されるようお願いをいたします。 

 なお、総括質疑の持ち時間を質問と答弁を合わせて３０分としておりますことから、持ち時

間を超えた場合は質疑の終了を求めます。質疑、答弁は簡潔明瞭にされるよう申し添えます。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  おはようございます。議席番号１番髙木洋一でございます。令和５年

度決算総括質疑通告書に基づきまして、順次御質問申し上げます。よろしくお願いします。 

 行財政１０２ページ、コンビニエンスストア証明等取扱件数、取扱件数の詳細についてお伺

いいたします。また、同ページ上段に記載の証明等取扱件数、住民票写し、印鑑証明などはコ

ンビニ取扱件数に含まれるのかどうか、お伺いいたします。 

 行財政１０４ページ、個人番号カード交付件数、申請件数より交付件数が少ない主な理由は

何なのかをお伺いいたします。また、交付されていない個人カードの取扱いはどうなっている

のかをお伺いいたします。 

 行財政の１２０ページ、健康マイレージ事業、前年度より参加人数が増えた理由についてお

伺いいたします。また、ウェブで申込みが可能になりましたが、ウェブ申込みの人数や比率に

ついてもお伺いいたします。 

 行財政１３１ページ、子育て支援相談受付状況、養護相談件数の増加の理由についてお伺い

いたします。 

 行財政１３４ページ、ようこそ！なすから赤ちゃん応援券交付状況、交付人数が減っている

状況についてお伺いいたします。対象人数、交付率についてもお伺いいたします。 
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 行財政１５９ページ、担い手対策について、新規就業や離農者の人数、課題についてお伺い

いたします。 

 行財政１６０ページ、有害鳥獣対策、イノシシによる被害増に対する対策や実績についてお

伺いいたします。 

 行財政１８６ページ、観光団体育成支援、山あげ祭実行委員会の補助交付金９００万円の内

訳をお伺いいたします。 

 行財政１８７ページ、市観光入込客数、人数の集計方法について、どのようにカウントして

いるのかお伺いいたします。 

 行財政２０９ページ、スクールバス運行状況、また、予算書の７６ページ、７７ページ、ス

クールバス修繕料。市有中型バスの状況、年式等についてお伺いいたします。江川小学校と荒

川小学校の修繕料が他校と比較して高い件についてお伺いいたします。 

 行財政の２１３ページ、すこやか相談・教育相談センター、不登校やいじめの相談件数につ

いて、実態の件数についてお伺いいたします。 

 行財政の２１９ページ、はたちを祝う会、出席者、出席率が前年度より下がっている理由に

ついてお伺いいたします。 

 行財政の２２０ページ、地域学校協働活動推進員、主な活動について詳細をお伺いいたしま

す。学校間との連携は行っているかなどについてもお伺いいたします。 

 行財政２２１ページ、職員出前講座、具体的な内容についてお伺いいたします。 

 行財政２６１ページ、健康診査事業、実施委託料、個別について、令和５年度が令和４年度

より減になった理由について、通告書を出したんですけれども、こちらは先日、数値の誤記が

あったと市民課長より報告がございましたので、内容は承知したところでございます。もし追

加で回答がありましたらお願いいたします。 

 行財政２９３ページ、光熱費等高騰支援事業費補助金、施設ごとに金額が違う理由、算出方

法などについてお伺いいたします。 

 以上になります。よろしくお願いします。 

○議長（青木敏久）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  それでは、私のほうから、３件質問ありましたので、お答えした

いと思います。 

 まず１点目、コンビニエンスストア証明等取扱件数についてです。取扱件数の詳細について

でございますが、コンビニ交付につきましては、トータルで２,６７７件で３,１３７枚となっ

ております。市民課のほうとしては、住民票が１,２９１件で１,３７４枚、印鑑証明のほうが

１,２４５件で１,６１６枚、税務のほうにつきましては、所得証明書が８５件で８８枚、課税
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証明書が４１件で４３枚、住民税決定証明書につきましては、１５件で１６枚でございます。

それから、管内管外に分けますと、管内のコンビニでは２,１１９枚、管外では１,０１８枚、

時間内時間外、市役所の勤務時間内か外の区分けでございますが、時間内では１,５４０枚、

時間外では１,５９７枚ということになってございます。 

 それで、こちらのほう、同ページの上段に記載の証明書等の取扱件数のほうには含まれてお

りません。コンビニエンスストア独自の数値になってございます。 

 続きまして、個人番号カード交付件数につきまして、申請件数より交付件数が少ない主な理

由ということで、こちらについては、申請後にお亡くなりになった方や転出された方で受け取

りのないまま廃棄となったものがございます。それから、申請があってもそのまま取りに来な

い方がいらっしゃいますので、交付件数のほうが少なくなってございます。毎年、時期を見て、

取りに来ていただくように勧奨状のほうを年数回送付してございます。今、両庁舎において、

取りに来られていないカードについては取り置きしている状況でございます。 

 最後に、健康診査事業についてなんですが、こちらにつきましては、後期高齢者の健康診査

事業ということで、個別が昨年度より減少しているということでお問合せなんですが、こちら

につきましては、ここ数年、団塊の世代の方が後期高齢者医療のほうに加入となってございま

して、団塊の世代の方、集団検診、それからドックのほうを受けていた方が多いようでして、

そのまま集団とかドックのほうを継続して受けていらっしゃる方が多いので、個別のほうには

なかなか流れていかないというような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  それでは、私のほうより、健康福祉課からも１点、御説明申し

上げます。 

 健康マイレージ事業、件数が増えた理由、ウェブの申込み人数でございます。 

 まず、件数が増えた理由につきましては、利用者拡大に向け、応募用紙を自治会へ全戸配布

し、また、関係課と連携し、スポーツイベントや高齢者サロン等の各事業においてＰＲの強化

を図ったものによると思われます。そのような中、烏山地区では、利用促進のために、高校生

によるスマホ教室も開催いただき、併せてウェブ申請のアイデアをいただき、今年７月から開

始したところです。時間を気にせず申請ができる手軽さが、８月末現在までに３０件のウェブ

申請がありました。全体で１２８件ですので、２３.４％がウェブ申請になっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは行財政報告書１３１ページ、相談受付状況



令和６年第３回９月定例会 第５日 

－234－ 

から養護相談件数の増加理由、また、同じく行財政報告書１３４ページ、ようこそ！なすから

赤ちゃん応援券交付状況から、交付件数減の理由及び交付率について御説明いたします。 

 まず、養護相談件数増加の理由でございますが、養護相談はそこの表に記載のとおり、児童

虐待相談とその他の相談に分けられます。その他の相談内容は、主に養育困難や生活困窮など

の相談になります。養護相談件数が増加した理由としましては、核家族化や夫婦共働き、物価

高騰などの社会的背景による子育ての不安やストレスが増えたこと、また、児童虐待防止の社

会的意識が高まったことにより、学校や警察、地域からの通報が増えたことなどが考えられま

す。児童虐待といいますと、一般的に身体虐待のイメージがありますが、言葉の暴力や面前で

のＤＶなど、そういったものも心理的虐待になりまして、最近では心理的虐待も増加傾向にあ

ります。 

 次に、ようこそ！なすから赤ちゃん応援券交付件数減の理由及び交付率でございますが、ま

ず、交付件数減の理由ですが、出生数や転入者数が減少していることが大きな要因と思われま

す。 

 次に、交付率ですけれども、交付率は１００％になります。出生数と交付件数にずれが生じ

る場合がありますが、例えば年度末の３月に生まれたお子さんについては、赤ちゃん訪問の時

期が４月以降になる場合があるので、そういったことが理由で若干のずれが生じているという

ことでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  農政課のほうから、２点ほど御質問がありましたので、お答えを

したいと思います。 

 まず、行財政報告書の１５９ページの担い手対策でございます。 

 担い手対策につきましては、現在のところ、国庫補助事業、県の補助事業、市の単独事業等

を活用しまして、１人でも多くの認定農業者、新規就農者の育成確保に努めているところでご

ざいます。 

 令和５年度の本市の認定農業者数、いわゆる担い手でございますけども、１７９経営体でご

ざいます。また、４４歳以下の新規就農者は３名、４５歳以上６５歳未満の中高年の新規就農

者は４名でございました。直近５年間で新規就農者、毎年３名程度は誕生しているところでご

ざいますけども、認定農業者数はピーク時約３００経営体ございましたけども、それが６割程

度まで落ち込んで、その育成確保には大変苦慮している状況でございます。 

 また、離農者でございます。離農者につきましては、年度ごとの詳細な数字は把握してはご

ざいませんけども、直近の２０２０年の農林業センサスでは、本市の就農人口は１,４８９名
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でございました。その前の農林業センサスが、１,９２７名ということからも、約５００人程

度離農が進んでいると。また、今回は農林業センサスこれから調査ありますけれども、さらに

増える傾向がうかがえるところでございます。 

 担い手対策につきましては、令和３年度、ＪＡに事務局がございますけれども、南那須地域

新規就農者支援対策協議会などを通じて、各農業団体一丸となった新規就農者の確保に努めて

いるところでございます。 

 続きまして、有害鳥獣対策でございます。本年４月１日の市の有害鳥獣対策実施自治体は

４３名おります。この自治体が、イノシシ、カワウなどの有害鳥獣駆除に日夜従事していると

ころでございます。令和５年度のイノシシの捕獲頭数は１５０頭、ハクビシン８頭、アライグ

マ１頭、また、カラスやカワウなどの鳥類については６９羽の捕獲の実績がございます。イノ

シシの頭数につきましても、令和元年度が２７９頭、２年度が３２９頭、３年度が１８７頭、

４年度１２８頭と、大分イノシシについては捕獲頭数減少しております。野生イノシシの豚熱

の感染による自然減もありますが、自治体の捕獲、またはくくりわな、見回りパトロール、さ

らには各農家への被害防除指導、電気柵の設置などの効果と捉えているところでございます。 

 今後とも、迅速かつ有害鳥獣対策、きめ細やかな対応に努めてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、私からは、行財政報告書１８６ページの観光団体

育成支援、山あげ祭実行委員会の補助交付金の内訳、及び行財政報告書１８７ページ、市観光

入込客数の人数の集計方法についてお答えさせていただきます。 

 まず、山あげ祭実行委員会の補助交付金の内訳でございますが、こちらは山あげ祭３日間開

催されますけれども、そちらの３日間に要する経費、お祭りの運営、それと観光客に対応する

ための経費として計上しております。主にその項目としましては、運営費及びＰＲ推進費でご

ざいます。 

 運営費の中身としましては、警備委託、仮設トイレや照明機器のレンタル、山あげ会館前に

設置しますおもてなし広場の設営費、シャトルバス運行業務委託費、また、令和５年につきま

しては、こちらにパレード、烏山線全線開業１００周年記念のパレードをやりましたので、そ

ちらの分としまして２５０万円も入れております。ＰＲ推進費としましては、チラシやポスタ

ーの作成、また、山あげ祭期間内における交通規制情報等放送料、こちらレディオベリーに委

託しておりますが、こちらの委託料となってございます。 

 次に、行財政報告書１８７ページ、観光入込客数の把握方法でございます。那須烏山市、私

たちの主要観光施設としまして、山あげ会館、龍門ふるさと民芸館、大金駅前観光交流施設、
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こちらにつきましては、毎日カウントをしております。また、そのほかの観光施設及びイベン

ト等合わせて、３６施設及びイベント、合わせ３６の項目があるんですけれども、そちらの人

数、民間の施設につきましてはそちらから報告をもらうわけですが、そちらの合計数となって

ございます。こちらにつきましては、県の調査の要領に合わせて把握しておりますので、年度

ではなく暦年でカウントしております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私のほうは、３点についてお答えいたします。 

 初めに、行財政報告書の２０９ページ、スクールバスの運行状況です。こちら、市有中型バ

スの年式なんですが、こちらにつきましては、市有中型バスにつきましては、江川小学校が

２台、荒川小学校が３台あります。年式につきましては、購入からの経過年数で言いますと、

江川小学校が２台とも２４年、荒川小学校が２台が２３年で１台が２８年経過しております。 

 続きまして、決算書の７６から７７ページのスクールバスの修繕料、江川小学校と荒川小学

校の修繕料が他校と比較して高いという件につきましては、江川小学校と荒川小学校につきま

しては、中型の市有バスを配置されております。そのほかの学校は、マイクロバスとか業務委

託とかで対応しておりますので、値段がどうしても車検とかで高くなってしまっているという

状況であります。 

 続きまして、行財政報告の２１３ページ、すこやか相談・教育相談の不登校やいじめの実際

の件数ですか、こちらにつきましては、不登校、いじめの件数とも国のほうに報告しておりま

して、こちらの件数が、不登校が令和５年度は合計で４６名、いじめのほうは３２件となって

おります。いじめのほうは、あくまでもいじめを認知しているという形になりますので、いじ

めの定義としましては、児童生徒が精神的苦痛を感じたというものは全て認知という形で捉え

ておりますので、件数のほうが多くなっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうからは、行財政報告書の２１９ページ、２２０ペー

ジ、２２１ページの３件についてお答えします。 

 まず、２１９ページ、はたちを祝う会、出席者、出席率について、対前年から減っている理

由ということなんですが、令和５年度につきましては出席者数が１６９名、７２.２％なんで

すが、前年、１７０名、７８.７％でした。その前の回につきましては、１８７名、７４.８％

ということで、出席率につきましては、７０％を超えたところで、その年によって上下してお

ります。詳細な理由につきましては、年度の中の出席率ということで、分析はしておりません。 
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 続きまして、地域学校協働活動推進員、こちらの主な活動について詳細を伺うということで、

また、学校間との連携は行っているのか伺うということで御質問いただいています。 

 こちらの推進員につきましては、教育委員会が委嘱し、各学校１名を置いております。地域

側の窓口として、学校と地域をつなぎ、学校と地域住民との連絡調整、地域学校協働活動の企

画等の役割を担っておりまして、学校ごとに活動しております。学校間の連携につきましては、

必要が生じた場合にとられているということになります。 

 続きまして、職員出前講座、こちらにつきましては、市の職員が、市内在住在勤の１０名以

上の団体に出向いて、行政事務の話をするような講座になっております。具体的な内容につい

てということなんですが、主な内容としては、交通安全教室や市の財政状況の仕組み、それか

ら選挙活動、選挙の仕組みについてなどになっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  大変失礼いたしました。最後の部分、答弁漏れがありましたの

で、私のほうから答弁いたします。 

 行財政報告書２９３ページ、光熱費等高騰支援事業費補助金、施設ごとに金額が違う理由で

ございますが、この補助金、高騰前の令和３年と比較しまして、電気ガス燃料費等が高騰した

分を補助したものでございます。 

 金額につきましては、施設毎に光熱費の使用料が異なるために、金額が違っているというこ

とでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  答弁ありがとうございました。幾つか質問させていただきます。 

 コンビニエンスストア証明取扱件数は分かりました。個人番号カード交付件数についてなん

ですけれども、これは、いつまで保管しているのかというのがもしありましたら、取りに来な

かった人の対応ですね、いつまでやるのかをお伺いいたします。 

 健康マイレージ事業は承知いたしました。 

 子育て支援相談受付状況も承知いたしました。 

 ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業交付状況についても承知いたしました。１００％とい

うことで分かりました。 

 担い手対策についてなんですけれども、こちら、やはり新規就農者が少ないように感じられ

ます。また、那須烏山市は米の販売がやはり多いんですけれども、水稲の作付面積も毎年減っ

ているようですので、そこら辺も根本的に対策して、目標を持って対応していただきたいと思
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います。こちらは結構です。 

 有害鳥獣対策も承知いたしました。 

 観光団体育成支援についてなんですけれども、こちら、前年より３００万円増えていたんで

すけれども、こちらはパレードでということで承知いたしました。 

 市観光入込客数も承知いたしました。 

 スクールバス運行状況について、スクールバス修繕料についても承知いたしました。やはり

中型バス、市で持っているものですけれども、結構な年数たっておりますので、今後使ってい

く上で、安全性の低下だったり維持管理費の増加になりますので、購入のほうも検討していた

だければと思いますので、お願いいたします。 

 すこやか相談・教育相談センターについてなんですが、実際の件数をお伺いいたしました。

問合せの件数よりも実際の件数のほうがいじめに関しては多いということを回答いただきまし

た。実際に、被害者が精神的に、心理的に不快感を感じたら大変だと思いますし、いじめの認

定はデリケートな問題ですので、自治体や学校の報告の透明性や実効性についても引き続き監

視をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  高木委員、残り時間。 

○１番（髙木洋一）  分かりました。はたちを祝う会、最後に確認なんですけれども、前年

より減っている理由なんですが、南那須地区が１６％も減っていたので、そこについてだけち

ょっとお伺いいたします。 

 以上になります。 

○議長（青木敏久）  大谷市民課長。 

○市民課長（大谷啓夫）  個人番号カード、マイナンバーカードの廃棄につきましては、大

体２年程度を見込んで廃棄のほうをしております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  担い手でございます。就農人口が減れば、当然水稲作付率も減っ

ていきます。今後、関係団体と連携取りながら、担い手育成確保に努めてまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  はたちを祝う会なんですけれども、先ほども申し上げたとお

り、詳細分析はしておりませんので、今年度につきまして、やはり実行委員のほうからでも声

かけをするような形で、これから参加率を上げていく声かけのほうを進めたいと思います。 
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 以上と、答弁とさせていただきます。 

○１番（髙木洋一）  終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかにありませんか。 

 ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  おはようございます。２番の福田長弘でございます。 

 それでは、令和５年度決算総括通告書に基づきまして、質問のほうをさせていただきたいと

思います。 

 まず、決算書２６ページ、地域おこし協力隊支援事業費のほうでございます。 

 地域おこし協力隊事業支援１１０万円の具体的な内容についてお伺いをいたします。 

 続きまして、決算書３０ページ、ＪＲ烏山線利用促進事業費、烏山線団体利用促進２１万

４１０円の補助について、これは目標計画どおりなのかをお伺いいたします。 

 続きまして、決算書３４ページ、市税徴収事業費でございます。 

 その項目の中にあります負担金のところで、足利銀行システム改修というのがございます。

この内容についてお伺いをいたします。 

 決算書４９ページ、扶助費でございます。生活保護扶助費及び事務費の不用額、結構出てお

ります。この内容についてお伺いをいたします。 

 続きまして、決算書９３ページ、体育施設費、いきいき交流館管理費の修繕料２６７万

８,５００円の内容についてお伺いをいたします。 

 続きまして、行財政報告書でございます。 

 ちょっとページが前後しておりますが、順番どおり御質問させていただきたいと思います。 

 行財政報告書の１５０ページ、特定教育・保育施設型及び特定地域型保育施設型給付費及び

受託費、こちら、令和４年度と令和５年度、こちらの決算額の７,０００万円弱ぐらい差があ

ります。この内容についてお伺いをいたします。 

 続きまして、行財政報告書１３９ページ、産後ケア事業、こちら、申請件数の減少は何か、

原因、要因は何かお伺いをいたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  それでは、まちづくり課関係、２つの質問をいただきまし

た。 

 決算書２６ページ、地域おこし協力隊支援事業費１１０万円の具体的な内容についてお答え

をいたします。 

 地域おこし協力隊の活動を支援することを目的に、隊員に対しまして、月５万円を活動費と

して交付しております。令和５年度の交付額ですが、２名の隊員のうち１名が６０万円、もう
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１名が５０万円、合計１１０万円となっております。５０万円の交付の単位ですが、昨年の

６月に正式に着任したため、交付期間が１０か月ということになっております。主な対象経費

ですけれども、住居の賃借料、活動車両に関する経費、消耗品、備品に関する経費となってお

ります。 

 続きまして、決算書３０ページ、ＪＲ烏山線団体利用促進事業ですが、開業１００周年記念

事業の一環としまして、市民愛の醸成、利用向上のために初めて実施した事業であります。

５人以上で、ＪＲ烏山線を往復で利用した際に、烏山駅から宝積寺駅の間の運賃を全額助成す

るもので、延べ３０８人の方に申請をいただきました。予算額４０万円に対しまして、決算額

が２１万円ほどではありますが、烏山線を利用しても申請をいただけなかった方がいると考え

ております。ただ、初めてアキュムに乗車して楽しかった、乗り方が分からなかったとの声も

寄せられておりまして、今後の利用向上にもつながったものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  決算書３４ページ、市税徴収事業費のうち、負担金の足利銀行シ

ステム改修の具体的内容についてお答えいたします。 

 本市の指定金融機関であります足利銀行は、ほかの金融機関等の窓口で収納された税金等に

ついて、一括集約されております。そして、その足利銀行内にあります足利銀行事務センター

の税公金システムにより、領収済み通知書に印字してありますＯＣＲラインを読み込みの上、

電子データに変換し、収納データとして提供いただき、市では消し込み処理を行っているとこ

ろです。この収納データ作成の際に読み取りをしているＯＣＲラインが、昨年、令和５年４月

から全国的に変更されたため、足利銀行事務センターの税公金システムの改修が必要となりま

した。その改修費用に対し利用している自治体に改修費用の負担を求められたことにより、

３４万３,８６０円を足利銀行へ負担金として執行したものです。 

 なお、この負担金３４万３,８６０円は、利用自治体一律の金額となっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  決算書４９ページ、生活保護扶助費、施設事務費の不用額につ

きまして御説明申し上げます。 

 まず、扶助費は、家族構成、通院状況等により一月ごとに要する額が大きく変動してしまい、

平準化ができませんので、必要額を見込むことが難しいものであります。 

 次に、施設事務費についてですが、この施設事務費は、生活保護受給者が利用できる保護施

設という種類のもので、当市では、救護施設と授産施設への入所利用があります。この施設へ
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支払うのが施設事務費となっております。救護施設は、自立での日常生活が困難な方が入所す

る施設で、現在２か所への入所があります。授産施設は、ＤＶ避難や、精神に障害をお持ちで

就業能力の限られている方が、技能習得を目的とした施設となり、現在１か所の利用がありま

す。救護施設は、入所のため人員の変動は少ないのですが、授産施設は通いの場となっており、

日々動きがあり、それに伴い、事務費の変動も発生します。 

 いずれにせよ、予算がないので支払えませんというわけにはいきませんので、予算は、前年

度実績などを踏まえまして、多めに計上させていただいております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうから１点。 

 決算書９３ページ、体育施設費、いきいき交流館の修繕費２６７万８,５００円についてお

答えします。 

 いきいき交流館給水管のほうが漏水しておりまして、そちらの修繕作業のほうで３回、５月、

６月、９月に実施しております。その合計額と、給水管のほう、その以降に敷設替えの工事を

いたしました。そちらのほうが１９８万１,９８０円、そちらの合計になっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは、行財政報告書１５０ページ、特定教育・

保育施設及び特定地域型保育施設型給付費及び受託費から、令和４年度と令和５年度の合計額

の際の具体的内容について、また、同じく行財政報告書１３９ページ、産後ケア事業から、申

請件数減少の要因について御説明申し上げます。 

 まず、施設型給付費の差異について御説明申し上げます。施設型給付費とは、各教育保育施

設に入園している子供の保育に必要な費用として、施設に給付するものです。費用は公定価格

を用いて算定されます。公定価格は、子供１人当たりの教育保育に必要となる費用として国が

定めた基準額でございまして、人件費、事業費、管理費について、対象となる費用を積み上げ

て算定されます。人件費は国家公務員給与の改定状況、事業費及び管理費は物価の動向等を踏

まえて毎年改定されます。近年物価が上昇しておりまして、事業費、管理費についての単価も

毎年増額改定されております。また、人件費につきましても、令和５年度の人事院勧告が増額

改定でありましたので、公定価格の人件費部分も引き上げられたところでございます。 

 このような理由によりまして、令和４年度に比べ公定価格が増額したことから、施設型給付

費につきましても増額となってございます。 

 次に、産後ケア事業でございますが、事業につきましては、妊娠届出時、出生届出時及び赤
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ちゃん訪問時にしっかり周知はしているところでございますが、やはり出生数が減少している

ことが一番の要因ではないかと思われます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  御答弁ありがとうございました。 

 それでは、再質問のほうをさせていただきたいと思いますが、おおむね理解をしたんですけ

ども、まず、地域おこし協力隊の支援事業費でございます。１１０万円、具体的に何か活動と

いうか、どちらかというと地域おこし協力隊の方の活動の補助、活動というかプロジェクトの

補助というよりは、どっちかというと隊員の方の支援というような形なのかと思いますが、こ

れは１人月５万円ということですが、これは具体的にいつ、最初からそういう規定として決め

たということでよろしいでしょうか、お伺いをいたします。 

 あと、烏山線の促進事業費でございます。予算４０万円で２１万円の超過ということでござ

います。できるだけ、今、課長から答弁ありました。大分使っていただける方も喜んでいると

いうことは、ぜひ多くの方に周知していただいて、利用向上を図っていただければと思います。

こちらについては結構でございます。 

 市税徴収事業費でございます。足利銀行自体のシステムの改修によって関わっている自治体

のほうで負担をしたということでございます。これは、ほかの金融機関等々では発生すること

はないんでしょうか。これをお伺いをいたします。 

 扶助費のほうは理解しました。なかなか難しい算出でございます。年度、しっかりやってい

ただければと。滞りのないようにやっていただければと思いますので、どうぞよろしくお願い

をいたします。 

 体育施設費でございます。修繕料２６７万８,５００円、ほとんど水道関係が多いのかと思

います。そういう一気にきたのかどうか、また、ほかの交流館自体の現状と、ほかにも何か修

繕がかかるようなことは見込んでいるのかを、ちょっとお伺いをしたいと思います。 

 行財政報告書、特定教育保育施設及び受託費でございます。公定価格の上昇によって上がっ

てきているということでございます。今これ、決算でありますが、次年度以降もこのような状

況が続くのかどうか、見込みをお知らせいただければと思います。 

 産後ケア事業費のほうでございます。こちらのほうも、件数的に１件とか、本当に片手にも

満たない数字なので、できれば広く利用していただけるように御努力をいただければと思いま

す。 

 すいません。それでは、再質問、御答弁お願いいたします。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 
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○まちづくり課長（大鐘智夫）  地域おこし協力隊の５万円の件ですけれども、こちら定額

で毎月支払っているものでございまして、ルール上で決めておるものでございます。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  足利銀行システム改修、それ以外にほかの金融機関での改修はあ

るのかないのかということですが、こちらにつきましては、足利銀行以外の全部の金融機関の

収納した分が足利銀行のほうに届きまして、それを送っていただくということなので、足利銀

行のみの改修となります。ほかの金融機関の改修はございません。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  ほかの修繕についてということなんですけれども、いきいき

交流館につきましては、男子トイレの便器の修繕というのも若干ありました。給水管につきま

しては、敷設替えを行いましたので、これ以上の修繕はないと思っております。その他の施設

につきましては、今年度、個別施設計画のほうで劣化度調査等も行いますので、そちらのほう

で確認してまいりますが、何分古い施設が多いので、修繕につきましては随時対応していると

ころです。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  施設型給付費の次年度以降の見込みということでございますが、

当分の間、物価また人件費、上がっていくような感じでございますので、当分の間は増加傾向

にあるのかと思っております。 

 それと、産後ケア事業につきましては、しっかりと周知のほうを引き続きしていきたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  御答弁ありがとうございました。私のほうの質問は以上とさせていた

だきます。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。再開を１１時ちょうどといたします。 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１１時００分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 ほかにございませんか。 
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 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  それでは、令和５年度の決算総括質疑通告書に基づき質問させていた

だきます。 

 まず１つ目、決算書及び行政報告書について、昨年の決算総括質疑において質問した結果、

決算書は本市ホームページ上で公開されるようになりましたが、市民に行政への理解と関心を

求め、また、幅広く御意見をいただくきっかけとして、行財政報告書の部分的な公開も必要だ

と考えます。今後それらの予定はあるのか伺います。予定がないのであれば、本市行政の理解

を深めるためにどのように働きかけていくのか伺います。 

 ２つ目、行財政報告書２４ページ、国への要望として、国庫補助負担金について行った国へ

の要望活動の中で、本市において該当する施設があれば伺います。特に今後用途が変わってい

くと予想される旧野上小学校の施設はそこに含まれるのか教えてください。 

 ３つ目、行財政報告書２６ページ、広聴活動についてです。集団広聴において、行政区単位

では、野上、境、七合の３地区で市政懇談会を行ったようですが、これらは本市からの提案に

応えた結果各地区が行ったものなのか、また、他地区における今後の継続的な開催の機会等を

どのように働きかけていくのか伺います。 

 次に、行財政報告書２７ページ、情報化の推進について、マイナンバー法に基づく情報連携

について、その内容を伺います。また、オープンデータ登録件数についても同様に伺います。 

 次に、行財政報告書２９ページから３０ページ、一般会計決算状況等、歳入の状況について、

予算執行率が著しく高いものや目立って低いものについて、その要因を伺います。 

 次に、その歳出の状況についても同様に伺います。 

 行財政報告書４５ページから４６ページ、定住支援について。移住ファミリー家賃補助金交

付実績に関し、こちらは新規申請件数なのか、また、補助金交付後の定住率や転出等について

も教えてください。 

 同じく移住定住相談件数の推移に関し、前年比減の要因について所見を求めます。 

 行財政報告書４９ページ、清掃事業について、一般廃棄物収集計画対象人口は減少し、保健

衛生センターへの搬入量は一部の資源ごみを除いて減少しています。人口減少の影響でありま

して、将来的な人口の推移も踏まえて、施設再編も含めた今後の収集計画において考慮すべき

事象であると考えますが、今後予定されている施設の規模や形態、広域行政組合か外部委託な

どにするのか、それらについてどのように予測し、運営を行っていくのか伺います。また、ア

ルミ缶や雑誌の回収が増えた要因について、ほかの資源ごみ回収はなぜ増えないのかも含めて

教えてください。上述の内容も含めて、市内各地にあるごみ収集場の再編計画についての進捗

状況を併せて教えてください。この下のことに関しては、常任委員会の所管のものになります
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ので、省略させてください。 

 次に、行財政報告書５４ページ、危機管理グループ、昨年度も同様の質問をさせていただき

ましたが、防災ｉｎｆｏなすからすやまに関する登録者数や個別受信機の利用状況等について、

具体的な報告の記載がありません。それらの理由と現在の利用状況について伺います。また、

多様な機能を防災ｉｎｆｏなすからすやまのアプリとか、そのシステムの多様な機能を利活用

した情報発信に努めていくとのことでしたが、現在の運用状況と今後の計画についても併せて

教えてください。 

 行財政報告書５８ページ、職員研修実施状況、研修内容を庁内でどのように共有し、フィー

ドバックを行っているのか伺います。また、研修受講者に対する修了者率の比率についても教

えてください。 

 次の行財政報告書６２ページ、庁内郵送料の額について。文書管理もＩＣＴの利用が普及し、

今後見直しが必要になってくると考えますが、郵送やファクス、メール等の通信技術を利用す

るに当たって、現在はそれらの選択を庁内でどのような方針で行っているのか伺います。今後、

紙資源や郵送及び物流による様々なコストを削減するためにも、これらの再検討を行っていく

べきだと考えますが、国、県の動向や他市町の事例等があれば、それも踏まえて所見を教えて

ください。 

 次に、行財政報告書６３ページから６５ページ、情報公開制度の運用状況、個人情報保護制

度の運用状況について、どのような内容の開示請求があるのか教えてください。 

 次に、行財政報告書６７ページから７１ページ、財産について。貸付けを行っている土地と

建物について、いつから貸しているのか、また、期限が決まっているのであればそちらも教え

てください。別紙でいただければ、その旨を教えていただいても結構です。また、行財政報告

書にそれらも併記すべきだと私は考えるのですが、いかがでしょうか、伺います。 

 行財政報告書１７９ページ、観光振興グループ。今までに市内で開催するためのイベント誘

致や応募を行ったことがあれば、それらの内容について教えてください。 

 決算書２１ページ、ホームページ管理運営費について。ホームページ作成に完成はないと考

えますが、ホームページを令和３年頃にリニューアルして、それに対して当初の完成像に対す

る進捗率は、当初の計画から変更されたところもつくっているうちにいろいろあったとは思う

んですけれども、どれくらいになるのか所見を伺います。今後大きなアップデートを検討して

いるのであれば、そちらの計画についても教えてください。 

 以上です。お願いします。 

○議長（青木敏久）  今の荒井議員の質問に関しては、決算審査の質疑でございますので、

令和７年以降に関するものは答えられる範囲でお願いいたします。 
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 佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  決算書と行財政報告書について、まず最初にありましたので、行

財政報告書、総務課で関連しておりますので、そのほか、総務課関連５点あります。全部で

６点、総務課のほうで、まず答えさせていただきたいと思います。 

 行財政報告書につきましては、個人情報が含まれたことから、いろいろとホームページに公

開することには課題がありました。今年度の、令和５年度の行財政報告書には、ホームページ

に公開することを前提に作成してございますので、決算の認定と併せて認定されれば、ホーム

ページに同じタイミングで公表したいというふうに考えてございます。 

 続きまして、行財政報告書５４ページ、危機管理グループ防災ｉｎｆｏなすからすやまの利

用状況等の掲載期日の件がございましたが、今年度につきましては、議員御指摘のとおり、昨

年度も同じ質問をさせていただいたんですが、申し訳ありません、掲載に至っておりません。

次年度、防災ｉｎｆｏなすからすやまの受信、利用数等含め掲載するとともに、防災に関して

の記載をもう少しリニューアルして、今に合ったものに合わせていきたいと考えておりますの

で、御理解願いたいと思います。現在のアプリの登録者は１,７５３件、戸別受信機について

は１,６９８台になってございます。また、多様な機能を利用した情報発信につきましては、

なかなか進んでおりませんが、職員向けに対する招集訓練や、また福祉施設などの避難訓練の

際は、そこに配備されている戸別受信機だけを鳴らして訓練するというようなことは現在もや

ってございます。 

 今後につきましても、自主防災組織の立ち上げ、また、それに立ち上がった後の地区防災計

画、または自主的な防災訓練のときには個別受信機を流しながら訓練していければと考えてご

ざいます。 

 続きまして、行財政報告書５８ページ、職員研修実施状況でございますが、現在どのような

方法でフィードバックしているのかにつきましては、職員が研修を終わると必ず職員研修復命

書というのを書きます。それは、全てのグループ、課長まで通した情報共有を図っているとと

もに、復命に関しては、上司から職員にコメント、アドバイスを必ず送ることになっておりま

すので、そういったものを通しながら部下職員の成長を促すというようなことをやってござい

ます。 

 令和５年度の研修受講者に対する修了書の割合でございますが、公務による欠席もございま

したので、１００％にはなっておりませんが、９５.８％という修了状況でございます。 

 続きまして、行財政報告書６２ページ、庁内の郵送料の額に関する質問でございますが、現

在、国県等のやり取りはほぼメールでのやり取りになっておりますので、紙ベースはほぼあり

ません。また、庁内郵送の大半は、市民向けに対する納税通知書や各種通知文、そういったも
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のが主流でございます。また、月１回、行政区長会議の配付文書がございますので、そういっ

たところに併せて広報那須烏山や、直接自治会に届ける文書は、可能な範囲で郵送を使わず、

そういったものを利用するような方向で現在やってございます。 

 今後につきましては、行政手続のオンライン化によるメールなどの情報通信技術を使ったや

り取りがさらに進めば、経費削減も見据えながら対応していきたいと考えてございます。 

 行財政報告書６３ページ、６５ページの情報公開制度の運用状況、個人情報保護制度の運用

状況でございますが、情報公開につきましては、昨年度は市発注の建設工事等にかかる金入り

設計書の公開請求がかなり多かった状況です。保有個人情報の開示請求は自分の所有情報にな

りますが、これは個人情報に関わりますので、あまりなかなか表向きは言えないんですが、昨

年度であれば、家屋評価調書、そういったものも、自分のものですから、見たいという問合せ

があって、それに対応した経過がございます。 

 続きまして、行財政報告書６７ページ、７１ページの財産に関するものでございますが、現

在、行財政報告書においては、普通財産の貸付けは公有財産管理規則に基づいて１年以内での

貸付けにしておりますので、載っているものは全て１年の貸付けでございます。それを、必要

があれば毎年更新をしているというような状況ですので、複数年契約をしているというものは

ございません。あくまで１年ごとの更新ということでやってございます。あと、短期的なもの

については、括弧書きで何か月というような表記をさせていただいております。 

 今後の行財政報告書のそういった期間の表記につきましては、基本的には１年更新ですので

あまり考えてございませんが、必要に応じて、もっと丁寧な表記ができれば検討してまいりた

いと思ってございます。 

 以上であります。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  総合政策課関連の５項目についてお答えします。 

 行財政報告書２４ページ、国への要望の関係なんですが、こちらの国庫補助負担金について

要望を行った該当施設ということで、現在該当しているのが向田小学校の校舎ということにな

っております。議員御質問の旧野上小学校の施設は含まれておりません。 

 次に、行財政報告書２６ページ、広聴活動についてお答えします。 

 こちらの野上、境、七合地区の市政懇談会について、本市からの提案に応えた各地区が行っ

たものなのかというところなんですけれども、各地区からの申込みによって開催したものとな

ります。また、他地区における今後の継続的な開催につきましては、行政区長等会議において

毎年周知を図っているところでございます。 

 次に、行財政報告書２７ページ、情報化の推進、マイナンバー法に基づく情報連携について
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お答えします。 

 マイナンバー法に基づく情報連携については、マイナンバー制度が施行され、他市、市町村

と個人情報のやり取りをするための仕組みであります。まず、情報照会とは、本市が他市、市

町村に課税証明書等情報を照会した件数になりまして、令和５年度５,４７８件となっており

ます。逆に、情報提供につきましては、他市長から本市への情報提供依頼があって答えている

ところでありまして、令和５年度は３万１,５５５件提供したところでございます。 

 次に、オープンデータの登録件数についてお答えします。 

 オープンデータ等は、行政が保有する公共施設一覧や住民基本台帳人口や統計情報など、個

の情報を誰もが２次利用が可能なデータ形式で公開したデータでございます。令和５年度につ

きましては、人口データを３７件追加を行ったところです。こちらの過去のデータの追記とい

うことで、３７件増やしまして、現在、２３２件ということになっております。 

 次に、行財政報告書２９ページから３０ページの一般会計決算状況等についてお答えします。 

 こちら、歳入につきましては、各種交付金の執行率が高く、県支出金、市債の執行率が低い

状況となっております。その点について御説明申し上げます。 

 初めに、各交付金につきましては、交付額の確定をもって３月補正を行っております。ほと

んどの交付金は３月に交付額が確定しますので、３月補正時点では額が確定していない状況で

あります。予算より多い歳入が見込まれるところはありますが、確定していない財源を予算に

組み込むことがないようにしているため、結果として予算額より多く交付され執行率が高くな

っているところでございます。 

 次に、県支出金につきましては、認定こども園整備に係る林業・木材産業構造改革事業費補

助金を未収特定財源として繰り越しておりまして、執行率が低くなったところでございます。 

 市債につきましては、認定こども園整備や道路整備に係る市債の２億５,９００万円を未収

額特定収入として繰り越しているため、執行率が低くなったところでございます。歳出につき

ましては、労働費と土木費の執行率が低い状況となっております。労働費につきましては、

２５万４,０００円の予算に対しまして８万１,０００円を執行し、残額１７万３,０００円で

ございます。３月補正におきまして不用額を減額しておりますが、その基準を２０万円として

おり、労働費の減額をしていなかったため執行率が低くなったところでございます。土木費に

つきましては、三箇トンネル、小白井トンネルのＬＥＤ整備費１億４,０００万円及び防災集

団移転の計画策定費６,７４０万円を繰り越しているため、執行率が低くなったところでござ

います。 

 最後に、決算書２１ページ、ホームページ管理運営費についてお答えします。 

 こちら、令和３年にリニューアルしまして、現在の完成像に対する進捗率でございますが、
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ほぼ１００％と考えております。また、今後の大きなアップデートを検討しているのかという

ところでは、現状大きなアップデートは検討しておりませんが、使い勝手をよくしていくため

に、今回令和６年度にＦＡＱの機能なんかを載せた小さなアップデートはしておるところです。 

 以上になります。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  まちづくり課関係、２点御質問いただきました。 

 まず、行財政報告書４５、４６ページ、移住ファミリー家賃補助金の交付実績における新規

申請件数とその後の定住率、転出等についてお答えをいたします。 

 令和５年度の新規は１件、３人の８万円でございます。ちなみに、令和４年度の新規は２件、

６人の１６万４,３００円、失礼しました。令和６年度ですけれども、新規で３件の方が申請

をしております。 

 続きまして、行財政報告書４９ページ、清掃事業についてですが、新たな一般廃棄物処理施

設の整備等につきましては、南那須地区広域行政事務組合におきまして、人口推移等も踏まえ

て検討が進められているところでありますので、現段階においてお答えできる状況ではござい

ませんので、御理解をお願いをいたしたいと思います。 

 資源物についてですが、減少人口に伴いまして、全体的には減少傾向で推移をしております。

それと、ごみがあまり出ないような各家庭での工夫もしておられるのかと思います。増えた要

因につきましては、アルミ缶は一般の直接搬入が増えたこと、雑誌は、雑誌の分別排出の普及

啓発により、燃やすごみに含まれていた紙類がきちんと分別がされるようになり増えたのでは

ないかと考えております。 

 今後も、資源化を向上させるため、分別排出の普及啓発に努めてまいります。 

 それと、ごみステーションの件ですけれども、ごみステーションの適正化は、各自治会の御

協力をいただきながら統廃合を進めております。しかしながら、ごみステーションは自治会で

設置、管理をしておりますので、少数世帯で使用しているごみステーションを一概に統廃合す

るところが難しいところがございます。 

 今後も、地域の状況を考慮しつつ、自治会の御理解、御協力をいただきながら、ごみステー

ションの適正化に努めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、私からは、行財政報告書１７９ページ、観光振興

グループに対する御質問ということで、そちらについてお答えさせていただきます。 

 市内で開催するためのイベント誘致、応募ということもこれまで行ったことがあるかという
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ところでございますが、私どもで、各職員ですとか、あるいは追える記録等を確認したところ、

そういったところに対する観光面でのイベント誘致ですとか応募を行ったというところは把握

できておりませんでした。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  一通り答弁をいただきました。再質問させていただきます。 

 まず、２番目の国への要望に、１つ目の決算書と行財政報告書に関してなんですけれども、

令和５年度は認定されれば掲載されていくということで楽しみに、うまくいけば掲載されると

いうことです。 

 ２４ページの国への要望に関してなんですけども、対象は向田小学校だけだということで、

現在、補助金の返還というものを行っているようなことがあるんでしょうか。それに対する要

望としての、その絡みで要望活動を行っているのか。あと、なかなか分からないかも、説明し

づらいかもしれないんですけど、補助金の返還が仮にあるのかないのかは別として、今後向田

小学校をどこかに、民間に払い下げるような考えがもしかしたらあるのかとちょっと思うんで

すが、補助金の返還に関してだけ、とりあえず教えてください。 

 それと、広聴活動に関してなんですけれども、要望に対して３地区から返答があったという

ことなんですけれども、ぜひとも１００％目指して頑張ってほしいなと思います。 

 ほかはおおむね分かったんですが、定住支援の件です。４５ページ４６ページのほう、定住

とかそのフォローアップ、追跡調査に関する答弁でありましたか。ちょっと私、もしかしたら

聞き逃したのかもしれないんですが、あれば教えてください。 

 それと、防災ｉｎｆｏなすからすやまはぜひとも活用していっていただきたいんですけども、

個人的にはラインで代用できる部分がかなりあるのかと思っているので、そちらも併せて検討

していただきたいと要望としてお伝えしておきます。 

 行財政報告書６７ページ、７１ページのほう、１年ごとの基本的に単年による契約であるか

らということで記載がないということなんですけれども、継続して何年貸しているのかという

のは、あくまでも把握しておくためにも併記しておく必要があるのかと思います。１年で更新

していたとしても、連続しているものに関しては、通算で契約しているのと同様に考えるべき

だと思うんです。その中で途中で条件が変わったりとか、そういうこともあると思うんですけ

れども、何かしら見直すときにも通算での表記というのは必要だと思います。そちらに関して

いかがでしょうか。 

 それと次に、１７９ページ、観光振興グループのほうです。残念ながら誘致というのはない

ということなんですけども、例えばフィルムコミッションとかそういうので活動ももしかした
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らされているのかもしれないんですが、そういったものだったりとか、例えば今個人的には将

棋の大会とか名人戦とか、那須烏山市でできないかと思っていたりするので、そういったとこ

ろ、勉強とか検討を課内でもしていっていただければと思います。 

 以上です。答弁をお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  国への要望の、学校施設等の返還についてお答えいたします。 

 こちらにつきましては、返還のほう、国への返還というのはありません。こちらについて

１０年以上経過しているものは、基金への積立てという形でやっております。幾つかあります

ので、全てお答えするのは難しいので、一応基金等への積立てということで、国への返還はし

ていないということです。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  答弁漏れ大変失礼いたしました。 

 先ほどの定住率ですけれども、転出は皆さん確認できておりませんので、転出はしておりま

せんので、定住１００％ということです。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  行財政報告書の６７から７１の財産の貸付け関係なんですが、表

記の仕方についてはちょっと検討させていただきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  イベント誘致及び応募、御提言ありがとうございます。こち

らについては、もちろん我々のほうでも勉強、検討させていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑ございませんか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  私のほうからは、決算書から３点、行財政報告書から３点。 

 まず、決算書の１１ページ、土地売払い収入ということで、総務課が１１９万９,２４２円、

都市建設課が７８万４,３４３円となっておりますが、どこの場所なのか、また、広さはどれ

くらいなのかお伺いします。 

 同じく決算書の２５ページです。 

 庁舎整備基本構想策定支援業務４１４万７,０００円、これの詳細をお伺いします。 
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 決算書同じページのコミュニティ助成事業費５００万円、これについても詳細をお願いしま

す。 

 続いて、行財政報告書の１７ページ、総合計画ということで、市民に寄り添う協働のまちづ

くり、広域的自治体間の連携強化とうたっておりますが、具体的な取組についてお伺いします。 

 行財政報告書の３６ページ、まちづくり団体支援ということで第２回メグロ・キャノンボー

ル那須烏山実行委員会のメンバーと、意見交換会を行ったということでありますが、これの詳

細についてもお伺いします。 

 最後の質問です。行財政報告書５１ページ、職員管理について、障害者雇用促進法に定めら

れた法定雇用率に基づき、障害者の雇用を確保し、障害者の働きやすい職場環境の整備に努め

たと書いてありますが、どのように整備して現況はどのようになっているのかお伺いします。 

 以上、６点でございます。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、決算書１１ページ、土地売払い収入総務課の部分でござい

ますが、場所は中央２丁目地内、消防団の詰所１－１、仲町泉町城東の詰所があるんですが、

その周辺でございます。広さは１１７.３１平米、今までは借地契約したんですが、ぜひとも

購入したいという申出がありましたので、売り払った状況でございます。 

 続きまして、行財政報告書５１ページ、職員管理、障害者雇用に向けてどういう環境の整備

を行ったのかといったところでございますが、現在、法定雇用率の引上げに伴って、障害者の

雇用についても積極的に対応している状況でございますが、現段階では、障害者ができるよう

な業務も勘案しながら、現在のところ郵送業務や庁舎間の文書配送業務、各課からの要請のあ

った大量印刷業務などを構築し、積極的に割り当てて対応しているところでございます。 

 以上であります。 

○議長（青木敏久）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  私から、堀江議員から御質問いただきました決算書１１ペー

ジ、不動産売払い収入の土地売払い収入の都市建設課分についてお答えいたします。 

 ２件ございます。 

 １件が、中央３丁目の烏山高校近くの法定外道路の払下げでございます。面積が

５８.６９平方メートルでございます。 

 ２件目は、曲畑地内の法定外道路と水路の払下げでございます。面積は１９３.１５平方メ

ートルでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  関公共施設再編担当課長。 
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○公共施設再編担当課長（関 雅人）  それでは、決算書２５ページの那須烏山市庁舎整備

基本構想策定支援業務委託についてお答えをいたします。 

 業務内容といたしましては、庁舎整備の在り方や既存４庁舎の利活用の在り方、庁舎等の規

模の再検討、庁舎の立地場所、今後のまちづくりの方向性を導くための支援を受けますととも

に、庁舎整備検討委員会の運営支援を受けながら、新たな庁舎整備基本構想の策定を行うもの

でございます。もともとは令和５年度中の業務完了を目指していたところではございますが、

候補地選定等に時間を要し、令和６年度へと繰越しを行ったものでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  私のほうからは、行財政報告書１７ページ、市民に寄り添

う協働のまちづくり、広域的自治体間の連携強化の具体的な取組についてお答えいたします。 

 議員御質問の、市民に寄り添う協働のまちづくり、広域的自治体間の連携につきましては、

第三次総合計画に掲げる各種施策、政策施策に取り組む上での市の基本姿勢のことでございま

す。 

 具体的な取組の１例としましては、市民に寄り添う協働のまちづくりにつきましては、タウ

ンミーティングや移動市長室を定期的に開催しまして、市民や市民団体と直接対話を行ってい

るほか、観光協会や商工会とともに意見交換を行いながら事業を展開しているところです。 

 次に、広域的自治体間の連携強化につきましては、昔から生活圏や経済圏を共にしてきた八

溝地域について、国、県とも連携を図りながら、その魅力を最大限に引き出してまいりたいと

考えております。 

 具体的には、南那須広域の構成団体である那珂川町との連携強化をはじめ、広域路線バスの

運行や、八溝そば推進協議会への取組、さらには、つくば・八溝縦貫・白河道路の早期実現に

向け、関係市町と連携しまして国に要望しているところで、そのほかフィット構想推進協議会

におきまして、中山間地域における地域住民が将来にわたり暮らしていけるようなところを目

指した勉強会なんかも参加しているようなところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  まちづくり課関連、２点御質問をいただきました。 

 まず、決算書２５ページ、コミュニティ助成事業費５００万円の詳細についてお答えをいた

します。 

 この事業は、一般財団法人自治総合センターが行う宝くじの益金、こちらを利用しまして、

自治会が行うコミュニティ活動に必要な備品整備などを支援しまして、宝くじの社会貢献広報
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を行う事業となっております。令和５年度の一般コミュニティの助成事業ですけれども、２つ

の自治会に対しまして事業を実施しております。まず、泉町自治会、こちらに対しまして

２５０万円、内容がはんてん、はっぴ、浴衣、こちらの購入となっております。それと、熊田

西自治会、こちらも２５０万円、こちらは太鼓の購入ということになっております。 

 続きまして、行財政報告書３６ページ、まちづくり団体支援のメグロ・キャノンボール那須

烏山実行委員会メンバーとの意見交換についてをお答えいたします。 

 この事業は、まちづくり団体や市民との交流の場を提供するために開催したもので、令和

５年１２月２１日に、駅前のぷらっとで、メグロ・キャノンボール那須烏山の実行委員会のメ

ンバーをゲストに開催をいたしました。トークセッションでは、メグロの歴史やメグロの復活、

キャノンボールの実施、メグロＺ号のレストア企画、子供企画など、詳しい話をしていただき

ました。参加者からは、長期的な継続を望む声やボランティア協力など、貴重な意見がありま

して、実行委員会のメンバーは今後の活動への手応えを感じているということでした。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  それでは、再質問をしたいと思います。途中、売払いに関しては了解

しました。 

 決算書２５ページの庁舎整備基本構想策定支援業務なんですが、庁舎整備に関わる業務委託

とかで、これまでに、ざっとで結構です。総額どれぐらいかかったんでしょうか、お伺いしま

す。 

 コミュニティ助成事業については、了解しました。 

 それと行財政の総合計画についても了解です。 

 メグロ・キャノンボールについてなんですが、意見交換会の中で、反省点、よかった点、い

ろいろ出てきたと思うんですが、もし反省点とか、そういう話が出たとすればお伺いします。 

 それと、行財政５１ページの職員管理、現状の障害者は何名を雇用しているか、どの部署で

使っているのか、もし分かればお願いします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  関公共施設再編担当課長。 

○公共施設再編担当課長（関 雅人）  お答えをさせていただきます。 

 庁舎整備に係る総トータル費用、すいません、分かる範囲になってしまいますが、御理解い

ただきたいと思います。まず、令和２年のときに、庁舎整備検討要資料作成支援業務というも

のが行われました。これが３９６万円でございます。令和３年度はございませんでした。令和

４年度もございません。 
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 去年、先ほど答弁いたしました庁舎整備基本構想策定支援業務委託、こちらが１,１９７万

９,０００円と、あと庁舎整備検討委員会運営費としまして７１万円、こちらのほうを支出し

たというところでございます。 

 御理解願います。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  先ほどのメグロの反省点というところですけれども、特に

前向きな意見が多かったという意見を聞いております。反省点というところでは、私どもには

まだ伝わっておりませんので、御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  令和６年度の障害者の人数につきましては、正職員が５名、会計

年度が３名の８名でスタートいたしました。どこの課で働いているかにつきましては、個人情

報もありますので、すいません、差し控えさせていただきたいと思います。 

○議長（青木敏久）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  おおむね了解をいたしました。 

 今後とも、行政側として、市民に寄り添って、できるだけ優しい行政になっていただければ

と希望いたしまして、質問は終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかにございませんか。 

 ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  それでは、通告書に基づいて質問させていただきます。 

 まず、決算書４６、４７ページの有償ボランティア４００万円超の業務内容を伺います。 

 決算書５７ページ、企業版ふるさと納税９７０万円の事業内容と今後の方策を伺います。 

 決算書５９ページ、芳賀台地土地改良推進事業、１６５万４,５５９円の詳細を伺います。 

 決算書６２ページ、キャッシュレス決済推進事業、５,０７９万２,６６９円の成果を伺いま

す。 

 ６１ページ、商工業振興費負担金、補助金、補助及び交付金の不用額４５５万８９８円の内

容を伺います。 

 ６３ページ、観光費、負担金、補助及び交付金、不用額３２０万２,５６６円の内容を伺い

ます。 

 決算書７２ページ、学校用土地購入費１１２万６,９０６円の場所と目的を伺います。 

 決算書９０ページ、公民館特別清掃事業業務、清掃業務と特別清掃業務の違いを伺います。 

 行財政２７４ページ、上水道の有収率、監査委員からの指摘もありましたが、６５.１４％
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から６１.３３％に大幅に下がった原因を伺います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私のほうからは、決算書４６、４７ページにござい

ます、にこにこ保育園運営費、すくすく保育園運営費の中の有償ボランティアの内容について

御説明申し上げます。 

 有償ボランティアとは、各公立保育施設の業務運営の安全を確保するため、職員の突発的な

休暇等に対応できるよう、スポット的に有償で業務を依頼するボランティアのことです。年度

ごとの登録制でございまして、令和５年度におきましては、１２名の登録がございました。業

務内容としては、保育士や調理員の休暇等の代替保育や調理業務、早番時間の保育業務、運動

会や発表会などイベントの際の保育業務補助などになります。 

 令和５年度は報償金として４１７万９,７２９円を支出したところでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、２点、決算書５７ページ、企業版ふるさと納税

の事業内容、そして今後の方針。５９ページの芳賀台地土地改良推進事業費の詳細について御

説明申し上げます。 

 まず、企業版ふるさと納税の９７０万円につきましては、産官学によります里山プロジェク

ト事業の事業主体であります一般社団法人里山大木須を愛する会の交付金となってございます。

事業内容につきましては、最新の農薬を使用しました雑草管理の実践試験、シンポジウム、耕

作放棄地を活用しました蜜源植物の栽培、西洋蜜蜂による養蜂事業、大木須自然体験村として

古民家の整備拡充という中身になってございます。この事業につきましては、令和６年度で里

山大木須を愛する会の事業は終了となるところでございます。 

 今後の事業展開につきましては、先週の一般質問のほうで答弁させてもらいましたとおり、

寄附企業者様から、何らかの形で市と連携した事業の継続を望む声があるところでございます。

特に、４年間で培いました雑草対策におけるノウハウ、知見は、市が抱えます雑草対策にも有

効活用できることもあり、引き続き協賛企業、宇都宮大学、さらには国や県の上部機関と連携

しながら、これまで取り組んできました成果を農家、市民、関係各所に周知支援をできるよう

な体制づくり、仕組みづくりを図ってまいりたいと考えてございます。 

 続きまして、決算書５９ページの芳賀台地土地改良事業費の１６５万４,５５９円でござい

ます。こちらにつきましては、芳賀台地土地改良区の人件費、事務所等の維持管理費、電気代

などの運営事業に対します補助金と、用水機場などの幹線施設の維持管理に対する負担金とな
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ってございます。 

 負担割合でございます。負担割合は、国が５０％、県が２５％、関係市町２５％、関係市町、

茂木、市貝、芳賀、益子、那須烏山市１市４町で構成をしているところでございます。その

２５％の関係市町のうち本市の負担は、受益面積から５.５％を負担することとなっています。

令和５年度の決算におきましては、運営事業費に対する補助金９２万８,０００円、施設の維

持管理費に対する負担金７６万５,５５９円となったところでございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  では、まず、私からは、決算書６２ページ、キャッシュレス

決済推進事業の５,０７９万２,６９９円、こちらの成果についてお問合せいただきましたので、

報告させていただきたいと思います。 

 こちら、キャッシュレス決済推進事業のこの金額ですけれども、こちらはキャッシュレス決

済サービスで決済をした場合、ポイントを還元しますよという業務、キャンペーンをやらせて

いただきました。そちらに対する委託料でございます。今回のこのキャンペーンでは、実際に

キャッシュレス決済を使った決済総額約１億９,０００万円を超えております。これは、この

キャンペーンを行うことで直接的に誘発された消費であると私たちは考えてございます。市が

投資した額の約３.８倍のお金が、２か月の間に市内で使われたことになります。事業実施後

のアンケートですけれども、消費者、利用者では、今回のキャンペーンにおいてふだんより

３０％以上多く消費しているとの回答を、５０％を超える回答をいただいております。また、

事業者サイドとしては、売上げ全体としても前年同期と比較した場合で３割以上の事業者が売

上げ増を実感したという回答をいただいております。また、新規顧客が１割以上増加した事業

者が３４％となってございました。こちらも効果の１つであると考えてございます。 

 それと、こちらの効果ですけれども、今のは経済活性化の視点でお答えさせていただきまし

たが、キャッシュレス決済推進の観点の効果もございました。キャンペーン前と比較し、利用

者数は約１.７倍、１人当たりの利用回数も約１.５倍となっております。キャッシュレス決済

の推進という面での効果も現れていると思います。特に、各年代別の利用者数の伸び率、こち

らにつきましては、２０代、３０代、４０代という年代ごとで取りましたが、６０代以上の利

用者がキャンペーン前と比較して１４１％まで伸びていると。これが実は年代別では一番高い

伸びを示した年代でございます。そういったところが、今回の業務委託によって現れた効果だ

と思っております。 

 続きまして、決算書６１ページ、商工振興費における不用額４５５万８９８円の内容でござ

います。 
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 商工振興費につきましては、中小企業振興対策事業としまして、市が幾つかの補助メニュー

を持ってございます。そちらの補助金としまして、１４０万６,０００円の不用額が生じまし

た。また、大きなものとしましては、商工振興資金貸付事業費、こちらにおける中小企業振興

資金信用保証料の補助というのを我々は行っております。こちらの制度を使ってお金を借りた

事業者様に対しまして、その信用保証料を全額市が補助しておりますけれども、そちらの不用

額が２４５万円ほどございました。 

 それと、同じく、商工振興資金貸付事業に関しまして、今度こちらの制度を利用しますと、

市のほうで市町村特別保証制度に係る負担金というのを信用保証協会のほうに払ってございま

す。そちらが２７万円ほどの不用額が生じました。 

 それと、決算書６２ページに、新型コロナウイルス対策商工業支援事業費としまして、那須

烏山市トラック運送事業者支援金の実績がございますけれども、そちらにつきましても、予算

額に対しまして不用額が３３万２,０００円ほど出てございます。これらにつきましては、実

績に基づく不用額でございます。 

 続きまして、決算書６３ページ、観光振興費の中での不用額でございます。 

 こちら、大きなものとしましては、６３ページにございますユネスコ無形文化遺産事業費の

中での山あげ祭実行委員会交付金でございます。こちらが予算額に対しまして３００万円ほど

の不用額が生じてございます。こちらの３００万円の不用額でございますが、令和５年におき

ましてコロナ感染症、新型コロナ感染症、こちらが２類から５類相当に変更になったことがご

ざいまして、当初、この交付金の中でＰＣＲ検査を行うこととしておりましたが、実際のとこ

ろ、５類移行もございましたので、全員のＰＣＲ検査までは行わなかったと。それによりまし

て、実行委員会の経費を清算しまして、３００万円、実行委員会から返還をいただきました。

それに伴う不用額でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私のほうからは１点、決算書７２ページの学校用地の土地購

入費について御説明いたします。 

 こちらの場所は、江川小学校の南側のグラウンドの隣にある旧給食センターの跡地の一部を

購入したものであります。こちらの目的につきましては、グラウンドのところに進入する通路

がありまして、そこを使用していたため購入したものであります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうからは、１点、決算書９０ページ、公民館費、こち
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らのほうで清掃業務と特別清掃の違いということで質問がありましたので、お答えします。 

 清掃業務は日常的なトイレ、掃き掃除などの清掃を指しておりまして、こちらはシルバー人

材センターのほうの委託になっております。特別清掃につきましては、年に１回、床のワック

スがけや照明、エアコン、窓の清掃などを行っておりますので、こちらを特別清掃としており

ます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  有収率が６５.１４％から６１.３３％への大幅に下がった原

因ということで御質問いただきました。 

 有収率の原因としましては、個人宅等への引込み管である給水管から漏水が増加しているこ

とが原因と考えております。個人宅等への引込み管については、設置から４０年以上経過して

いる場合も多く、老朽化が進んでいる状況が考えられます。また、近年、夏の猛暑の暑さ、冬

の水道管が凍結するような寒さなど、年間の寒暖の差が大きくなっております。それらの要因

も埋没深の浅い給水管にとっては影響を受けているものと思われます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  有償ボランティアについては、了解しました。 

 企業版ふるさと納税なんですけども、荒井議員の一般質問にもありましたけど、令和６年で

終了ということで、雑草問題、除草剤はすこぶる高いと思うんです。あれだけの面積、今まで

補助金で賄っていたと思うんですけども、これがなくなってしまったら元の山になっちゃうと

思うんです。ですから、それを地元の人の個人で負担するというのは不可能なことだと思うの

で、また手作業で刈払機とかでやるのも不可能だと思うので、何としても続けてもらいたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 また、芳賀台地、毎回話題に出るんですけども、本市の負担率５.５％、５.５％耕作してい

ないんじゃなかったですか。これはどうにもならないんでしょうか。お答えお願いします。 

 あと、キャッシュレスの決済なんですけども、高齢者とスマホに慣れていない市民の方もい

ると思うんですけど、こういう人たちのからのクレームというか、不満はなかったのでしょう

か。また、今回はペイペイだけを使ったと思うんですけど、ペイペイと契約していないので使

えないという話も聞きましたので、このことについての回答をお願いします。 

 不用額、それと学校土地は了解しました。 

 最後に、行財政の上水道の有収率なんですけども、今年衛星を使って調査するとかという話

は聞きましたけども、個人宅からの給水管というのは、数は物すごく多く、１件当たりの漏水
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というのは少ないと思うんです。本管の漏水だったらば衛星使っても分かると思うんですけど

も、微々たる、微々たるというわけじゃなくて、少しの量で数が多いというのはなかなか至難

の業だと思うんですけども、このことについて伺います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  企業版ふるさと納税でございます。令和５年度８社から９７０万

円ということで多額の寄附金をいただいて、雑草問題だけではないんですけども、耕作放棄地

対策等取り組んだところでございます。この金額が次年度からはなくなってしまうということ

で、今までモデル地区としてやっていた農地、山林等のコサバ等の雑草試験が今後できなくな

るということで、また元の雑草に、耕作放棄地に戻ってしまうという懸念がございますので、

予算的な面も含めまして、今後どういった形で市のほうで取り組んでまいるかというのを検討

したいと思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 また、芳賀台地でございます。芳賀台地の受益面積は全体で２,７４８ヘクタールございま

す。そのうちの那須烏山市は１５２ヘクタールでありますので、受益率５.５３％というとこ

ろでございます。この１５２ヘクタールにつきましては、一部水を使わないで作付をしている

ところがございますけども、ほとんどが耕作放棄地、作付していないような状況でございます。

とはいえ、当初の国営事業で始まった負担率は永久的にかかってくるところでございますので、

御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  キャッシュレス決済推進事業に関する再質問としまして、ス

マホに慣れていない人、高齢者の方などからクレーム等はなかったのかというところでござい

ますが、実際、数件、使えないですとか、なかなか難しいというお声を直接いただいたことが

ございます。また、利用者アンケート及び事業者アンケートを取っていますが、その中でも同

様の意見があることは事実でございます。また、ペイペイに、こちら、今回ペイペイでしたけ

ども、ペイペイをやっていないと使えなかったということはまさにそのとおりでございまして、

今回ペイペイを選択した理由としましては、市場での占有率及び事業期間を考慮しまして、一

番占有率の高いペイペイを選んだというところでございます。そのため、高齢者の方や、スマ

ホに慣れていない方も、こちらが使えるようにということで、教室を開いたりですとか相談窓

口も設置したりさせていただきましたが、やはりそういったところでも、先ほど冒頭に申し上

げましたような苦情というか、やはり難しかったというお声はいただいております。これにつ

きましては、こういった事業というのは、すぐに始めても、すぐ１００％それがうまくいくか
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というところではないと思います。時間をかけてやっていくということが必要だと思います。

特にキャッシュレス決済に関しましては、どうしても時代の趨勢としまして避けては通れない

部分もございますので、そういったところに我々もアプローチして、市民の方が使えるように

していくのも責務だと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  私のほうから、個人宅等の漏水の数は多いということで、先

ほど御回答させていただきましたが、確かに個人宅の漏水が主な有収率が下がった原因ではな

いかとは考えております。 

 今年度取り組む衛星を使った漏水調査でございますが、議員御存じのとおり、配水管が対象

となっておりまして、給水管については、衛星ではなかなか難しいのかということも言われて

いるところでございます。 

 なお、給水管の周囲、配水管から近いところにある給水管であれば、発見も可能であるとも

考えております。 

 なお、今回初めての取組ということでございますので、衛星を使った調査については、最大

限、有効に活用できますよう取り組んでまいりたいと考えておりますので、御理解いただきま

すよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時０５分といたします。 

休憩 午後 ０時０３分 

 

再開 午後 １時０５分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 ほかにございませんか。 

 ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  それでは、７番、令和５年度決算総括質疑を通告に基づいて質問させ

ていただきます。 

 まず、決算書１９ページ、職員健康診断事業、心の健康づくり業務２１２万８,８７７円、

メンタルヘルスケアの実施状況をお伺いいたします。 

 その下、決算書２８ページ、社会保障・税番号制度システム整備事業の中のマイナンバーカ

ードの交付状況とコンビニ交付に係る運営状況をお伺いしたかったんですけれども、これは自

分の所管に関わるものなので、委員会のほうでお尋ねいたします。 

 次の決算書３３ページ、市税徴収事業１,３１３万５,９９３円、徴収業務に係る内容につい
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てお伺いいたします。 

 決算書６２ページ、消費者行政事業費３８３万６,１２４円、特殊詐欺などが増えているが、

どのような内容のものが多くなっているのかをお伺いいたします。また、数字についてもお伺

いいたします。 

 決算書６３ページ、施設管理委託料の首都圏自然遊歩道管理業務２２万円、場所と業務の内

容をお伺いいたします。 

 次は行財政のほうから、３７ページ、なすから特派員ＳＮＳ情報発信事業、市内外の魅力を

発信強化するため、令和２年度から事業を実施している。一定の効果があったと思うけれども、

その内容についてお伺いいたします。 

 次の、また行財政報告の３９ページ、空き家対策、管理不良な空き家が増えてきているため、

関係各課と連携して対応に当たっていると思いますけれども、詳細をお伺いいたします。 

 次、また行財政報告書の中の１９９ページ、辺地道路整備事業、現在までの進捗状況をお伺

いいたします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、決算書１９ページ、心の健康づくり業務２１２万

８,８７７円の内容についてのお尋ねですが、メンタルヘルスケアを含む心の健康づくり業務

は大きく３つございます。１つはカウンセリング業務、もう一つはストレスチェック業務、最

後には各種研修業務になっております。カウンセリング業務につきましては、内訳としては

７４万８,０００円、ストレスチェック業務につきましては１９万７,４５０円、各種研修業務

につきましては１１８万３,４２７円であります。カウンセリング業務は月１回を基本、スト

レスチェックは年に１回を基本、各種研修業務は年間を通じて開催している状況でございます。 

 以上であります。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  決算書３３ページ、市税徴収事業費徴収業務の対応についてお答

えいたします。 

 初めに、市税徴収事業費の概要のほうを述べさせていただきたいと思いますが、こちらは市

税等の収納及び徴収に関する経費となっておりまして、口座振替、コンビニ収納等に関する経

費、それと徴収として督促状、催告書等に関する経費となっております。令和５年度の新たな

経費としましては、地方税電子申告支援、いわゆるｅＬＴＡＸに関する経費、それとｐｉｐｉ

ｔＬＩＮＱ（ピピットリンク）に関する経費、こちらは行政機関から金融機関への預貯金の照

会業務をオンライン化することでシステム処理が可能となり、事務処理等にかかる業務負担軽
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減等迅速化を可能とするシステムとなっております。 

 以上が決算の内容となっております。 

 そして、徴収業務の対応としましては、滞納処分の流れを申し上げさせていただきたいと思

います。まず最初に、納期限というものが定められておりまして、こちらは納付すべき期限の

ことで、納期限までに納めないことを滞納といいます。次に、督促、納期限を過ぎても納付さ

れない場合、納期限から２０日以内に督促状が送付されます。督促状を発した日から起算して

１０日を経過した日までに完納しないときは、滞納している人の財産を差し押さえなければな

らないと規定されております。次に、催告、督促状が送付されても納付しないときは、文書等

により自主的に納付していただくよう納付の催告を行うこともあります。これ、必ず催告をし

ないといけないというわけではなくて、行うことができるとなっております。その後に、財産

調査があります。督促や納付の催告を行っても納付に応じない場合、観光庁、金融機関、勤務

先、取引先等に対して財産調査を行います。対象となる財産は、給与、預貯金、不動産、自動

車、売掛金など様々です。次に、差押え、財産調査により差し押さえる財産を決定し、滞納者

の財産を差し押さえます。差押えを行った場合、財産によっては滞納者本人だけでなく、財産

の利害関係にある人、例えば勤務先、あと金融機関、不動産の抵当権者等に差押え通知書が送

付されます。次に、換価処分、差し押さえた財産を換価、現金に換えることをします。最後に、

滞納市税等に充当いたします。この場合は必要経費を差し引いた金額を滞納市税等に充てるこ

とになります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、決算書６２ページ、消費者行政事業費に関連しま

して、相談内容、どのようなものが多くなっているかということをお答えさせていただきます。 

 まず、相談内容で一番令和５年度に多かったものは、メール、ＳＮＳ等による架空請求、不

当請求でございます。主な事例としましては、スマートフォンやパソコン等に届く迷惑メール、

利用した覚えのないサイトの利用料の請求等でございました。こちらは４１件、全体の

２３.４％になってございます。その次に多かったのが、食料品、電気、健康食品等の商品に

関する相談でございます。特に最近こちらで特徴的な事例というか目立った事例が、サプリメ

ント等の健康食品等を通信販売等で購入したところ、気づかないうちに定期購入の契約になっ

ていた。こちらが１７件、９.８％でございました。３番目に多かったのが、融資サービス、

投資関連、多重債務等に関する問合せ、相談内容、件数としましては、１５件、８.６％でご

ざいます。例としましては、投資に関する情報商材を購入後、高額なサポート契約を勧誘され

たりというものがございました。これらの詳細につきましては、行財政報告書１８４ページ、



令和６年第３回９月定例会 第５日 

－264－ 

１８５ページ等に、もうちょっと下のもの、相談件数もありますので、そちら御覧いただけれ

ばと思います。 

 続いて、決算書６３ページ、首都圏遊歩道管理事業費の場所と内容です。 

 こちら、首都圏自然遊歩道ですけれども、関東地方の１都６県をぐるりと回るような形で、

長距離自然歩道でございます。別名は関東ふれあいのみちと称されていまして、本市では、茂

木町の大瀬橋からこちら起点としまして、国見長峰ビジターセンターを終点とするコースがま

ず１つ。長峰ビジターセンターを起点としまして滝駅を終点とするコース、こちらが２つ目。

滝駅を起点としまして、滝田ポケットパークを終点とするコース、この３つが設定されており

まして、隣町の茂木町から那珂川町へずっと続くようになってございます。それらのコースの

草刈り業務として、その設定したコースを適正に管理するというものがこちらの業務でござい

ます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  まちづくり課関連ですけれども、行財政報告書３７ページ、

なすから特派員ＳＮＳ情報発信事業の内容についてお答えをいたします。 

 令和５年度は１３名のなすから特派員を委嘱しております。それぞれ個人のインスタグラム

のアカウントを使用しまして、年間を通じて市の魅力を発信していただいております。全体に

なりますが、投稿数は４４４、フォロワー数ですが９,９２３人となっております。龍門の滝

やＪＲ烏山線小塙駅のひまわりなど、季節ごとの市の魅力を発信していただいております。ま

た、ＪＲ烏山駅前で山あげ期間中は、特派員の活動ＰＲ、それと、特派員が撮影しました写真

展の開催をそれぞれの庁舎やふるさと民芸館などでも行っております。中には、ＳＮＳを見て

ひまわりを見に来たという方も、声もありまして、一定の効果があったとは考えております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  矢板議員から御質問いただきました行財政報告書３９ページ

の空き家対策についてお答えいたします。 

 令和５年度においては、令和４年度に作成しました空家等対策計画に基づき、関係課、５つ

の課でございます。まちづくり課、総務課、税務課、商工観光課、そして都市建設課が連携を

取りながら、空き家の適正管理に関する周知啓発と情報提供に努め、管理が行き届いていない

状態で周辺環境に悪影響を及ぼしている空き家等の所有者に対して、適正管理を促す助言や指

導を行いました。 

 次に、行財政報告書１９９ページ、辺地道路整備事業の現在の進捗状況についてお答えいた
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します。 

 辺地事業で実施しておりますのは、市道の田野倉曲畑線と下川井柏崎線の２路線でございま

す。田野倉曲畑線につきましては、曲畑地内から田野倉の太陽光が設置されました市道の八ケ

代大金線の丁字路まで、計画延長が１,０００メートルでございます。令和５年度におきまし

ては、市道曲田線の丁字路北側の工事延長約１４０メートルの舗装工事を実施しました。下川

井柏崎線は、志鳥東線の信号機のある交差点から江川駐在所のある県道那須烏山矢板線の丁字

路交差点までの計画延長が１,５００メートルでございます。令和５年度は、旧江川小学校入

口の丁字路交差点付近の工事延長が５０メートルの舗装工事を実施いたしました。田野倉曲畑

線につきましては、全体１,０００メートルのうち約３割の進捗でございます。下川井柏崎線

は、全体が１,５００メートルのうち約５５％の進捗でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（青木敏久）  ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  それでは、再質問をさせていただきます。 

 メンタルヘルスに関しては、３種類カウンセリング、ストレスチェックと各種のものがある

ということで、３種類やっているということで、しっかり今後も取り組んでいただければと、

そのように考えておりますので、そちらに関しては再質問はなくて大丈夫です。 

 市税徴収業務に関しては、徴収業務の担当者が年度の切替えなどで変わったときの対応につ

いてどのように対応しているのか、また、個別計画というのがあるのかどうなのか、そういう

ことをお聞きしたいと思います。 

 消費者行政事業費に関しましては、今後とも、市民に対し、新たな手口ということで、いろ

いろＳＮＳを使ったものもありますので、注意をしっかりと促して周知を継続していただきた

いと考えておりますので、こちらは、再質問はなしで要望としたいと思います。 

 それから、施設管理委託料の首都圏自然遊歩道の管理ということで、これは草刈り業務をや

っているということで、ポケットパークはところどころで憩いの場ということになって、車を

止めて、ちょっとその周辺を見たりとか、そういうのをやりやすい場所に、ポイントポイント

でありますので、また、草刈り業務は大変だと思いますが、しっかりとやっていただきたいと

思います。 

 それから、なすから特派員は、今後も活躍を期待しているところでございます。人数の増加

とかそういうものがあるのかどうか、そちらのほうをお伺いしたいと思います。 

 それから、空き家対策なんですけれども、持ち主がいなくて代替わりをしてしまっている、

そういうものも空き家としてあると思うんですけれども、今後どのように進めていく考えなの

かというのが、考えがきちっと決まっていれば教えていただきたいと思います。 



令和６年第３回９月定例会 第５日 

－266－ 

 それから、辺地道路整備の事業に関しましては、田野倉曲畑線は大体３割程度、そして、下

川井柏崎線のほうは半分ぐらいの進捗であるということなので、今後何年に完成する最終の見

通しというのがあるのかどうか、そこに向けてどのように考えているのかお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  市税徴収事業費のうち、２つ御質問いただきました。まず、担当

者が変わった場合の関係と、あと個別計画があるのかということですが、まず最初の担当者が

変わった際のということなんですが、当然、年度が切り替わった際もそうではありますが、例

えば毎月毎月、分納誓約をとって納税されている方がいらっしゃいます。その方については、

必ずしも１人の担当が対応するということではないので、そもそもの滞納整理システムの中に

メモ機能がありまして、それに事細かく記録をしておりますので、担当以外の税務課職員が対

応した場合も、まずはそのメモを読んで、どのような対応をしたか、どのような対応をしてい

けばいいのかというのを確認しているところなので、その辺は確実に引継ぎとかはされている

状況です。 

 次に、個別計画のほうなんですが、納税者が税金を納められなくて相談に来る場合がありま

す。その際に、一番最初に税務課のほうから指導するのは、滞納分をまずは一括して納めてく

れと、そういうのがまずスタートなんですが、その後に、今は無理なので分割で納めたいんだ

という納税者からの申出があった際に、順番が一応ありまして、まず、遅くとも当該年度の年

度末までに納めていただく分の誓約をつくります。これが個別計画になってくるわけなんです

が、個別計画をつくっていただいた中でも、万が一差押えのできる財産が見つかった場合は、

分納誓約を続行している最中でもう差し押さえます。あと、万が一、毎月幾ら納めますという

のを履行しなかった場合、速やかに押さえます。調査した結果、財産を押さえるものが見当た

らない、なおかつ納税もされないといった場合は家宅捜索になってくるわけですが、その際は、

例えば本当に生活困っている方もいらっしゃいます。ぎりぎり本当に食べている、何とか生き

ているというような状況も発見されますので、その際は、福祉部門のほうに引き継いだりとか

ということもやっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  特派員の人数の増加に関係ということの御質問をいただき

ました。 

 令和５年度１３名だったんですけども、今年度、今のところ登録は１１名になっております

が、皆さん熱心な方ばかりです。ですので、投稿数は増えてきているというような話も聞いて
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おります。ただ、これから、いつでも皆さん希望ある方は登録できますので、お願いしたいな

というのと、あとは今後、どれだけ閲覧してもらえるかということで、ハッシュタグのつけ方

とか、そういったものにも、みんなで情報共有して、フォロワー数などを広げていきたいと思

っております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  空き家対策で所有者不明、もしくは相続放棄等がございます

が、この件につきましては、やはりなかなか難しいということでございまして、現在は、司法

書士会にも御協力といいますか、支援をいただきまして、そちらのサポートもいただきながら、

所有者をまずは見つけ出し、対応していきたいと考えております。 

 また、令和５年度までは５つの課にまたがっておりました業務を、令和６年度からは、都市

建設課の住宅グループということで一元化をいたしました。ということで、空き家対策には、

もっといい方法で取り組めるのではないかということで考えております。 

 続きまして、辺地道路整備事業でございます。辺地債事業ということで、国のほうの補助金

を頂いて実施しているものでございまして、その配分にもよるというところはございますが、

私どもの辺地計画書の中では、令和１１年度には現在の区間につきましては終わらせたいとい

うことで、年次計画は持っております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  それでは、皆さん、各課で質問した事項を今後もしっかりやっていた

だければと思いますので、以上で質問を終了します。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  それでは、令和５年度決算総括質疑、質問をさせていただきます。 

 初めに、決算書の１７ページ、２項目ありますが、市議会議員共済会負担金、市議会議員共

済会事務費負担金、この２つはどのようなものかということです。 

 １９ページ、心の健康づくり業務、今、矢板議員が聞いたので、こちらは省略させていただ

きます。 

 同じく２６ページ、地域おこし協力隊の公用車とモバイルルーターについて、多分福田議員

に答えた内容とほぼ同じかと思うんですが、これは再度説明をお願いをいたします。 

 ５９ページ、塩那台地総合農地開発事業費、詳細についてお願いいただきます。 

 芳賀台地については、興野議員が質問しましたので了解いたしました。 
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 ６０ページ、狩猟免許取得費用５,０００円、詳細についてお願いをいたします。 

 同じく６１ページ、富士見台工業団地内草刈り等業務４８万９,６９９円、どのような業務

なのか、草刈りだとは分かっているんですが、どのように業務委託とかしているのか、そこを

教えてください。お願いをいたします。 

 同じく６２ページ、キャッシュレス決済事業推進事業、先ほど興野議員に答えたと思うんで

すが、再度お願いいたします。 

 辺地道路整備事業費、たった今、矢板議員に詳細な説明がありましたので、私のほうからは、

これも省略させていただきます。 

 決算書の９６ページ、工事請負費、令和５年９月６日の大雨の災害復旧工事だったと思うん

ですが、２か所、どのようなものか詳細に説明をお願いいたします。 

 最後に行財政報告書８２ページ、能登半島地震の支援について、８名ほど派遣していると思

いますが、この人たちの詳細を伺わせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  菊地議会事務局長。 

○議会事務局長（菊地唯一）  私のほうから、市議会議員共済会負担金及び事務費負担金に

ついて御説明します。 

 地方議会議員の年金制度につきましては、平成２３年５月に廃止となっておりますが、その

時点で在籍１２年以上の退職議員は議員年金の受給資格を得ております。議員年金が現在も支

給されているわけです。市議会議員共済会は、その年金受給に関する事務を行っている団体で

あります。 

 そして、早速なんですが、まず、その負担金なんですけども、現在支給されている議員年金

の市負担分がその負担金になります。そして、事務費負担金は、この共済会の職員の給与をは

じめとする共済会運営に必要な事務費の負担金となります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  まちづくり課関連で１つ御質問をいただきました。 

 地域おこし協力隊、決算書２６ページの地域おこし協力隊用の公用車とモバイルルーターの

必要性についてお答えをいたします。 

 まず、公用車リースにつきましては、地域おこし協力隊の業務の特性上、市役所庁舎外で活

動することが多く、集中管理の公用車を利用した場合、公用車の占有時間が長くなるため、各

課の業務に支障を来してしまうおそれがあるため、専用の公用車をリースしております。また、

中には、自動車を所有していない隊員を採用することもあるため、受入れ課は、隊員が円滑に
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活動できる環境を整えるために活動用車両を用意する必要があります。地域おこし協力隊の公

用車の使用に当たっては、隊員の業務内容や利用時間など、適切な利用管理を行っております。 

 次に、モバイルルーターですが、地域おこし協力隊の業務の特性上、やはりこちらも庁舎外

での活動が多いほか、打合せや研修でウェブ会議の参加の頻度が高いため、隊員にモバイルル

ーターを貸与しております。また、隊員は活動テーマによって個別に稼働しておりまして、基

本的に２人が同じ場所に駐在しているわけではありませんので、隊員１人につき１台ずつモバ

イルルーターを貸与しております。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  農政課の質問については、３点御質問ありましたので、お答えを

申し上げます。 

 まず、決算書５９ページ、塩那台地総合農地開発事業でございます。 

 こちらにつきましては、塩那台地土地改良区の人件費、事務所等の維持管理費、電気代など

の管理運営事業に対します補助金と、容積所などの基幹施設の時間に対する負担金でございま

す。 

 負担割合につきましては、国が５０％、県が２５％、関係市町２５％でございます。関係市

町については、大田原市、さくら市、那珂川町、那須烏山市、３市１町が受益地となりますと

ころです。 

 令和５年度の運営事業に対する補助金が９９万５,０００円、施設の維持管理に対する負担

金が３６０万１,４７６円、合わせて４５９万６,４７６円となっています。 

 那須烏山市の受益地面積でございます。塩那台地の受益面積は、全体で１,４９３.３ヘクタ

ールでございます。那須烏山市の受益地は７２５.２ヘクタールでございますので、関係市町

２５％のうち那須烏山市は４８.５６％を負担する計算となってございます。 

 続きまして、決算書６０ページ、狩猟免許取得費用でございます。 

 こちらにつきましては、狩猟免許取得に対する補助金、助成金となってございます。狩猟免

許につきましては、１８歳になりますと、網による猟、またはくくりわなの猟の免許が取れま

す。２０歳になりますと、第１種銃、これは空気銃でございます。と、第２種の銃、これはラ

イフル、散弾銃の免許が取得されます。 

 いずれにしましても、ちょっと料金は、多少差異はありますけども、受講料５,０００円、

受験料５,０００円かかってきますので、約２分の１の５,０００円を補助する内容となってい

るところでございます。 

 最後に、決算書９６ページの工事請負費９２４万円の内訳でございます。 
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 こちらにつきましては、令和５年９月の豪雨、時間雨量で３６ミリの雨が降ったわけでござ

いますけども、それによりまして、１級河川の荒川にかかる頭首工２か所の災害復旧工事を実

施したところでございます。１か所目については三箇地内、三箇と小白井に関わる青雲橋の上

流にある三箇下河原堰、もう１か所が落合橋の上流に当たります落合堰の２か所の災害復旧工

事でございます。いずれも、袋詰めの玉石工による災害復旧工事を実施しております。三箇に

つきましては延長２５メートル、落合につきましては延長１０メートルの災害復旧工事を実施

しました。負担割合につきましては、国が６５％、市が２５％、地元１０％という中身でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、私からは、まず、決算書６１ページ、富士見台工

業団地内草刈等業務についてお答えさせていただきます。 

 こちらは、富士見台工業団地内の適正に管理するためなんですけれども、調整池ですとか、

あるいは富士見台水辺公園及び富士見台工業団地内の市道、市道の周りを草刈りさせていただ

いております。調整池、水辺公園、市道等については、年間３回行いました。 

 なお、こちらにつきましては、シルバー人材センターに委託をして草刈りをやらせていただ

いております。 

 それと、決算書６２ページ、キャッシュレス決済推進事業、こちらの事業の概略についてお

答えさせていただきます。 

 こちらは、キャッシュレス決済サービスで決済した場合、ポイントを還元する事業でござい

ますが、実施期間につきましては、昨年９月、１０月の２か月間実施させていただきました。

消費を誘発、喚起することで、物価高騰等の影響を受け経営が悪化している事業者を支援する

という目的、それと合わせて、事業者と我々消費者のキャッシュレス決済利用の推進を同時に

図りたいと始めたものでございます。 

 委託料のうち、実際にポイント付与分として使われましたのは４,７６７万円でございます。

この事業におきまして、決済総額につきましては、午前中の質問いただきましたときに１億

９,０００万円の決算額がありましたということで御報告させていただきましたが、併せて、

延べ決済回数、実際何回決済されたかというのでいきますと、約９万３,０００回でございま

す。また、延べ利用者数につきましては５,４００人を超えているというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  行財政報告書８２ページ、令和６年度能登半島地震の支援につい
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ての詳細についてでございますが、まず、輪島市には応急給水に行ってございます。上下水道

課の職員が２名１組になって、避難所の仮設水道タンクに水の補給をする業務に当たってまい

りました。 

 次に、穴水町ですが、２つの業務が大きくあります。住宅被害の認定調査と避難所運営支援

です。住宅被害認定調査については、都市建設課の職員が罹災証明書を発行するための被災し

た住宅等の被害の程度の調査を行ってございます。１日約１５棟の調査をし、１週間で約

１００棟の調査を実施してございます。 

 続きまして、同じく穴水町の避難所運営支援でございますが、総務課の職員が１名、まちづ

くり課の職員が１名、それぞれ行っておりますが、日勤夜勤の業務がございまして、日勤は来

客者の対応、夜勤につきましては、派遣職員名簿の提出、または不審物等の管理を行ってござ

います。どちらともトラブル発生時の対応や簡易シャワーの管理などを行ってございます。 

 最後に、金沢市に避難所健康相談運営支援を行っておりますが、これは１.５次避難所にお

ける避難所の健康観察、また、在宅における要支援者の健康管理業務などを行ってございます。 

 以上であります。 

○議長（青木敏久）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  おおむね了解させていただきましたが、再質問、数点させていただき

ます。 

 狩猟免許の取得５,０００円ということでは、これは２分の１ということで、この年は１人

しかいなかったということでよろしいでしょうか。確認でお願いをいたします。 

 それと、今の最後の能登半島ですが、金沢市に行った職員は何課の職員でしょうか。２点だ

けお願いをいたします。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  そのとおり、１名の助成ということになります。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  大変申し訳ございませんでした。避難所の金沢市には、健康福祉

課の保健師が入ってございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  私、今回、この場で質問するのは辞退いたしますという説明をちょっ

といたします。 

 私は、今、市の監査委員に任命されておりまして、令和５年度の一般会計とか特別会計決算
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に関して審査意見書を出しています。したがいまして、この場での質問に対しては辞退させて

いただきます。 

 参考に、私の質問はメモにしてお渡ししていますので、別途の機会に確認したいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。再開を１４時ちょうどといたします。 

休憩 午後 １時４５分 

 

再開 午後 ２時００分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  相馬でございます。通告書に基づいてお話をしたいと思います。 

 まず、全部決算書からいきます。２４ページに、南那須庁舎修繕費１,０６７万８,０００円、

主な内容についてお知らせください。 

 ２６ページです。おためし地域おこしコーディネート業務という４７万３,０００円がござ

いますので、実績、内容について教えていただければと思います。 

 続きまして、３４ページの足利銀行のシステムは福田議員が質問しましたので、これは省略

いたしたいと思います。 

 続いて３７ページです。特定疾患者福祉手当給付金９７２万７,０００円なんですが、特定

疾患というこれの定義について教えてください。 

 ４１ページです。高齢者福祉施設入所措置費２,９４６万８,０００円、どのような人が対象

となるのか伺いたいと思います。 

 ４５ページです。不妊治療助成費９１万９,０００円、成功した実績等が分かれば、個人情

報でしょうから難しいかもしれません。分かれば教えていただきたいと思います。 

 ５１ページ、新型コロナウイルス予防接種健康被害給付金というのがあります。６１万

５,０００円です。どういった内容になっているのか教えてください。 

 続いて７２ページですが、学校用地については、場所は分かりました。興野議員の質問で分

かりました。ただ、面積がそのときなかったので、面積だけ教えてください。 

 それから７４ページです。借上、校務用パソコン等と１,５２３万２,０００円、内容につい

て伺いたいと思います。 

 次、８８ページです。市指定文化財「花咲爺図」というのがあるらしいですけども、復習業
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務１６０万３,０００円、私、すいません、初めて聞いた名前なので、内容について教えてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  決算書２４ページ、南那須庁舎修繕費１,０６７万８,０００円に

ついてでございますが、現年分と繰越分、大きく２つございます。現年分として５２０万

５８０円。内容については、冷温水器、冷温水発生機の修繕、また、給水管漏水復旧、給水管

の敷設替、それが主な内容でございます。繰越分につきましては、直流電源装置の蓄電池と部

品の交換、これが５４７万８,０００円ほどになります。足して１,０６７万８,５８０円の決

算額でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  まちづくり関係ですが、決算書２６ページ、おためし地域

おこしコーディネート業務の実績についてお答えをいたします。 

 おためし地域おこし協力隊は、外部人材が地域に関わるきっかけをつくることで、本市の魅

力の発信や関係人口の創出を図るとともに、地域おこし協力隊の応募者を獲得することを目的

に、昨年の９月１６日土曜日から１８日月曜日の連休中、２泊３日の日程で開催をいたしてお

ります。当日は、都内と県内の大学生が２人、神奈川県の社会人１人、合計３名の方が参加を

しました。株式会社グロー、大木須地区の養蜂を訪問し、まちづくり活動に関する意見交換の

ほか、協力隊のＯＧとの面談、町なか散策などを実施しております。また、外部人材と地域と

の関わりをテーマにしたワークショップを開催もしております。最終日には、そちらの行動を、

市長に活動報告も行っております。 

 コーディネート業務につきましては、実績のあるＮＰＯ法人中之条コネクトというところで

すが、そちらにプログラムの作成から募集、実施、報告書の作成を委託しております。 

 募集に際しましては、１７名の方々から問合せがありまして、その方々たちとは、今も市の

情報発信等を行っておりまして、関係人口の創出に努めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  それでは、私より健康福祉課に係るもの３点、御回答させてい

ただきます。 

 まず、３７ページ、特定疾患者福祉手当給付金、特定疾患の定義とはということで、特定疾

患とは、厚生労働省が実施する難治性疾患克服研究事業の臨床調査研究分野に指定された疾患
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を指します。これらの疾患は、原因が不明で治療方法が確立されておらず、長期にわたり療養

が必要となるものが多いです。 

 なお、２０１４年に難病の患者に対する医療等に関する法律、略して難病法と申しますが、

そちらが成立しまして、特定疾患は４疾患を残し指定難病に移行しました。２０２４年４月現

在、指定難病は３４１疾患ございます。その３４１疾患の対象者に対し、県が審査の上、医療

費受給者証を発行しており、市は申請のあった方に、こちらの福祉手当を支給しております。 

 続きまして、４１ページ、高齢者福祉施設入所措置費、どのような人が対象になるかについ

てでございますが、６５歳の方が対象となりまして、条件としまして、環境上の理由及び経済

的理由により居宅において生活することが困難な方、または身体上または精神上著しい障害が

あるために、常時介護を必要とし、かつ居宅においてこれを受けることが困難な方が、介護保

険法に規定する施設に入所することが困難なとき、３点目としまして、養護する者がいないか、

または養護する者がいても、これに養護させることが不適当であると認められる方と定められ

ております。 

 続きまして、３点目、５１ページ、新型コロナウイルス予防接種健康被害給付の内容につい

てでございます。 

 こちらは、国の健康被害救済制度において、令和５年度夏に健康被害が認定された６５歳以

上の高齢者１名の方の医療費及び医療手当に係る給付金になっております。その対象者の方は、

接種後、体調が悪くなりまして、入院となっております。接種が令和４年の晩冬、冬の終わり、

それで申請が令和４年春、認定が令和５年夏、認定までにかかった期間が１５か月となってお

ります。 

 なお、ただいま申し上げた事項以外につきましては、個人の特定につながる可能性があり、

また、個人情報も含まれますことから、答弁は控えさせていただくことで御理解のほどお願い

したいと思います。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは決算書４５ページ、不妊治療費９１万

９,０００円から、成功した実績についてお答えいたします。 

 令和５年度は１２名の方から申請がありまして、そのうち、治療により妊娠された方は７名

になります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  それでは、２点についてお答えいたします。 

 学校用地の土地購入の面積については５１１平米であります。 
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 続きまして、決算書の７４ページ、校務用のパソコン等１,５２３万２,０００円の内容につ

いてです。 

 こちらにつきましては、校務用のＰＣ等のリース料になります。中身はちょっと細かいんで

すが、教師用等のＰＣが２２５台、学校サーバーが７台、それから、そこに入る各種ソフトと

か整備機器という形で、リース期間は令和５年の２月１日から５年間としております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうから１点お答えします。 

 市指定文化財「花咲爺図」復習業務というということで御質問いただいております。まず、

こちらのほう、復習のところですが、修復のほうで訂正になります。申し訳ございません。 

 内容につきましては、「花咲爺図」市指定文化財ですが、こちら牧野牧陵作の紙本の掛け軸、

縦１８９センチ、横１２４センチメートルのものになります。昭和５６年に個人所有を文化財

指定しました。令和３年１２月に市に寄贈されまして、これによって令和４年薫蒸処理、令和

５年に修復業務のほうの委託をかけております。 

 内容につきましては、本紙の染み抜き、しわや折れの伸ばし、表層仕立ての直し、欠損した

字句の補修等になっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾課長、「復習業務」のところは「修復業務」ということでよろし

いですか。もう一度答弁願います。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  まず、先に訂正ということで、復習業務とありますが、こち

らのほうは修復の業務委託になります。お詫びし訂正いたします。よろしくお願いします。 

○議長（青木敏久）  １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  何点か質問したいと思います。 

 ２６ページのおためし地域云々なんですが、これは令和６年も事業としてやるのか。 

 それから、３７ページの特定疾患の患者さん、それから４１ページの高齢者福祉施設入所す

る、おのおの何人ぐらいいらっしゃるのか伺えればと思います。 

 それから、今最後の８８ページの「花咲爺図」はどこに置いてあるんですか、一般には見れ

るものなんでしょうか。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  おためし地域おこし協力隊の今年度の件ですけれども、今

週末にあります３連休で今年度も実施をする予定でおります。 

 以上でございます。 
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○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  特定疾患者のほうの人数ですが、２０８名になります。 

 高齢者福祉施設の入所者でございますが、令和５年度、２施設合わせまして１０名の方にな

っております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  先ほど御質問いただきました、どこで見られるかということ

になるんですけれども、本市のほう、展示施設がございませんので、今のところ特別収蔵庫の

ほうに保管してあります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  ２点ほど伺います。 

 決算書５ページ、道路占用料３９０万５,７７５円、内容についてお願いします。 

 決算書５ページ、大桶運動公園使用料３９万７,１００円。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  ただいま田島議員から御質問をいただきました決算書５ペー

ジ、道路占用料３９０万５,７７５円についてお答えいたします。 

 道路占用料につきましては、市道敷を占用する事業者個人等から納めていただくものでござ

います。３９０万５,７７５円の内訳としましては、まず、東京電力が１６０万５８円でござ

います。続きまして、ＮＴＴです。こちらが１５８万７,６８７円でございます。その他が

７１万８,０３０円でございます。７１万８,０３０円の内訳としましては、太陽光関係、こち

らが、５０万４,３８３円でございます。それ以外が２１万３,６４７円でございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうから、決算書５ページの大桶運動公園使用料につい

てお答えします。 

 大桶運動公園の使用料につきましては、多目的サッカー場と野球場のほうの使用が主になっ

ております。団体としましては、サッカーの団体、それと野球チームのほうの使用になります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １１番田島信二議員。 
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○１１番（田島信二）  また質問いたします。 

 大桶運動公園の使用料、遠方から来るのと市内とで、どちらが多いんでしょう。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  利用者の市内市外の割合についてなんですけれども、手持ち

資料では、市内市外の割合まではちょっと確認しておりませんでした。 

 使用人数につきましては、参考までにお答えしますと、年度計で、サッカー場のほうが１万

９５人、延べです。野球場については１,４３４人となっておりますが、内訳につきましては、

後ほどお答えさせていただきます。確認しまして、分かり次第お答えさせていただきます。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  それでは、行財政報告書の中から７点ほどお尋ねをしたいと思いま

す。 

 まず、ページ数、３３ページの基金というところがありまして、有価証券などで運用をして

いるというようなことでございまして、内訳とか利率も含めてお示しをいただきたいと、この

ように思います。 

 あと、４７ページの環境保全関係なんですが、これにつきましては、よく理解ができないと

ころがありまして、まず、南那須の図書館の太陽光の発電設備、太陽光で発電してということ

です。あともう一つがグリーンニューディール基金、これも太陽光で発電してということなん

ですけども、二酸化炭素排出係数が少し違うと。こういうようなことで、何らかの理由がある

であろうということです。その辺の御説明いただきたいと思います。 

 あと、１０８ページになります。民生委員・児童委員です。これは定数は７７名でございま

すが、今のところどうも５名が不足しているのではないのかと思うんですけれども、なかなか

成り手がいないというのが現実で不足しているんだとは思うんですけども、その辺の内容につ

いてお示しをいただければと思います。 

 １４０ページの、歯にフッ素を塗布するというものがありまして、もちろん効果はあるから

やっているんだと思うんですが、令和５年度は２歳から３歳が対象だというんですけど、

３２人ということで、ちょっと少ないのではないかというような気がしております。この辺の

効果、どんなようなものなのか教えていただいて、もし効果があるなら、もうちょっと広めた

らいいのではないかと、こう思っております。 

 続きまして、特定教育・保育施設型及び特定地域型保育施設型給付費及び受託費でございま

すけれども、これは１５０ページでしたか。市外の委託分がございます。ですから、うちの市

から自分の職場の近くの保育園とか幼稚園にお預けになっているという方がいるんだろうと、
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このように思いますけれども、その辺の内容についてお願いをしたいと思います。 

 あとは、２０５ページの食物アレルギー区分、こういうのがありまして、アレルゲンが卵と

乳類というんですか、乳製品というんだか、そういうものが専用給食で、小学校が１１人、中

学校が４人、多分そのほか以外のアレルギーなんだと思うんですが、指導給食というのがあり

まして、その辺のアレルゲンというのはどんなようなものがあるのかと御説明いただければと

思います。 

 あと、最後に、２３０ページになりますけれども、読書通帳というようなものがあるようで

す。図書館で読書通帳を配布いたしまして、履歴を記録することで読書活動の推進を図ると、

こういうことでございますけれども、今回は２０名の方でしたか、それを頂いたというような

ことなんですが、その辺の２０名というのが多いのか少ないのか、ちょっと少ないような気も

するんで、その辺の内容について御説明をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  髙田会計課長。 

○会計管理者兼会計課長（髙田 勝）  行財政報告書３３ページの基金、有価証券の内容及

び利率等詳細についてお答えいたします。 

 有価証券といたしまして、国債２件、地方債４件を保有しております。市有施設整備基金か

ら２件を出資しております。栃木県公募地方債、期間１０年、額面１億円、利率が

０.２６４％。利付国債、期間２０年、額面７,０００万円、利率０.４％です。地域振興基金

から３件の出資をしております。利付国債、期間２０年、額面３億４,０００万円、利率

０.４％。名古屋市公募地方債、ＳＤＧｓ債、期間１０年、額面１億円、利率０.７５％。栃木

県公募地方債、期間１０年、額面１億円、利率０.９３８％です。奨学基金から１件出資して

おります。共同発行市場公募地方債、期間１０年、額面３億３,０００万円、利率０.２１０％

です。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  行財政報告書４７ページ、上段の２つの表にあります米印

の記載されておりますＣＯ２排出係数が異なっているということについてですけれども、ＣＯ

２の削減量は、環境省の温室効果ガス排出量、電気事業者別排出係数により算出をしておりま

す。ＣＯ２の排出係数ですが、一定のエネルギーを使用した際に排出されるＣＯ２の量を示す

値でして、一般的には、電気事業者が１キロワットアワーの電力を発電する際に排出されるＣ

Ｏ２の量を排出係数としております。各電気事業者のＣＯ２の排出係数の計算式は、ＣＯ２排出

係数はＣＯ２の排出量割る販売電力量で求めるということになっております。そのため、各電
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力会社ごとに値が異なるということになります。数値が低いほど二酸化炭素の排出量を抑えて

環境に配慮している発電を行っているということで、御理解をいただければと思います。 

 グリーンニューディール基金事業で整備した設備ですが、事業効果報告書を提出しておりま

して、報告書の作成要領でＣＯ２削減量を代替値を用いて算出することになっているため、代

替値を用いて計算をしております。この代替値ですけれども、資源エネルギー庁の総合エネル

ギー統計におきます事業用発電と自家用発電を合計した排出係数の直近５か年の平均を国が算

出したものでございます。代替値につきましては、各電気事業者が把握した排出量のうち、排

出量が把握できない事業者に対して用いる係数ということで用いている係数ということでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  １０８ページ、民生委員・児童委員、不足についてでございま

すが、こちらは議員御理解のとおり、現在５地区で欠員地区となっております。 

 民生委員・児童委員は、基本的に各地区の自治会長に推薦をいただいた方を選考しておりま

すが、欠員地区においては、自治会内で委員を探しても見つからず、選考することができなか

ったことが不足の理由でございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは行財政報告書１４０ページ、フッ素塗布か

ら、フッ素塗布の効果について。また、同じく行財政報告書１５０ページ、特定教育・保育施

設型及び特定地域型保育施設型給付費及び受託費から、市外委託分の詳細についてお答えいた

します。 

 まず、フッ素塗布でございますが、表中にも記載しましたとおり、虫歯の罹患率の低下、虫

歯予防に向けて口腔衛生に対する意識づけを図るために行うものです。その効果ですが、歯質

を強化するとともに、歯の再石灰化を促し、酸を抑制する効果があるとされておりまして、虫

歯予防に効果を発揮するものです。一般的には、フッ素塗布を実施することによって子供は

５０％、大人は２０％から３０％、虫歯を防げると言われております。議員の御指摘のとおり、

令和５年度は３２名ということで、少し少ないのではないかということでございますので、今

後もなるべく多くのお子さんに実施していただけるように、周知活動のほうを強化してまいり

たいと思いますので、御理解くださるようにお願いいたします。 

 次に、施設型給付費から、市外委託分の詳細について御説明します。 

 保育施設の利用につきましては、基本的には住所を有する市町内の保育施設への入園となり
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ますが、保護者が勤務地の都合などにより市町内の施設へ入園することができない場合、広域

入所ということで、住所地ではない他市町の保育施設を利用することもできます。市外委託分

は、この広域入所により他市町の保育施設利用者分の施設型給付費になります。その内訳でご

ざいますが、宇都宮市２施設、矢板市１施設、さくら市２施設、那珂川町１施設、高根沢町

２施設、茂木町１施設、益子町２施設となります。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私のほうから、学校給食に係るアレルギーの対応について、

対応の人数について御説明いたします。 

 行財政報告書の２１４ページに、食物アレルギーの対応状況ということで、専用給食、こち

らが給食センターのほうで対応できる卵、牛乳製品のアレルゲンの該当人数が１５人、それか

ら、それ以外のアレルギー、指導給食というふうに呼んでおりますが、こちらが３１人、指導

給食という形で呼ばれているものは、基本的に消費者庁の表示義務推奨のある２８品目を一応

対象としております。２８品目の中には卵と牛乳も入るんですが、そのほかエビとかカニとか

小麦、そば、そういったものが入っております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうから、行財政報告書２３０ページ、図書館事業につ

いてお答えします。 

 議員おっしゃいましたとおり、こちらの事業は、読書活動のモチベーション向上を図る推進

事業となっております。全ての利用者を対象としておりまして、配布方法としては、ブックス

タート時に配布するほかは、興味を持った方の申出によりカウンターで配布しております。 

 条件のほうは、大人が３００冊、子供は１００冊ということで、有効期限はございませんの

で、達成できたところで申出していただいて景品をということで、お子様には缶バッチ、それ

と大人の方にはトートバッグということで差し上げております。そのような事業になっており

ます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １２番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  御説明ありがとうございました。 

 まず、基金のほうはよく理解をさせていただきました。ただ、今、金利に非常にばらつきが

あるのかと思います。これから金利が少しずつ上がっていきそうな気配でございますので、よ

くその辺を見ながら、上手に運用をしていただきたいと、こう思います。 
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 次の、物差しが違うという、二酸化炭素を削減するのに物差しが違うんだというのは、個人

的には納得できませんが、それも、南那須図書館もその他のところも、同じところから電気を

買って、同じところに売るということで、資源エネルギー庁とか環境省とか、それぞれいろん

な考え方があるんでしょうが、少なくとも物差しは一緒でやるほうが見やすいんじゃないのか

と、こう思います。これは国のほうの方針ですからしようがないかと思います。 

 次に、民生委員・児童委員の定数、一、二名足りないんだというならまだしも分かるんです。

５人も足りないんだというので、まず１つ、民生委員と児童委員というのは何をやるんだとい

うとこからいかないと話にならないのかと思うんです。まず、民生委員であり児童委員である

わけです。ですから、妊婦さんから赤ちゃんからずっとお年寄りまで、ずっとその地区の様々

なことをやるわけです。そういう方がいないと。大変な役割は大変な役割なので、そう簡単に

私がなりますという人もなかなか現れないと思うんですが、その辺はしっかり対応をしてもら

うように自治会長にお願いすると。いよいよのときは、自治会長が、こんなことを言ったら怒

られちゃうかもしれませんが、兼務でやってもらうとか、私、自治会長と民生委員と兼務でや

りましたから、できないこともございません。 

 それで何が重要かというと、特に災害なんか起きたときに、それといって、障害者や赤ちゃ

んや困難だというののキーマンなんです。民生委員さんはキーマン。庁舎つくるよりもこっち

のほうを先にやったほうがお金もかからないし、しっかりできるのではないのかと、こう私は

思うんです。それについてお答えいただくのと、あともう一つ、私は那須烏山市議会の議長だ

ったときに、市の表彰規定というのがありまして、民生委員は３年なんです、任期が。３期や

ると、例えば商工会長とか農協の組合長とか森林組合長とかあるんですが、３年ずつ任期、

３期やると表彰をもらえると。ところが、民生委員は国からの委嘱なので、１０年やらないと。

１０年やるということは４期やらなきゃ駄目だと。そういうのを表彰規定を直してもらえます

かといったら、直しますとは言った。ただ、昨日の見た時点では、もうそういう流れになって

いるんだとは思っているんですが、直っていないと、こういうようなことなのかと思います。 

 それについてまた回答いただきますが、あとフッ素塗布、フッ素塗布は３２人、効果がとっ

てもあっていいんだ。ところが、３２人だけ、これ、あんまりお金かからないですよね。幾ら

かかるか分からないけど、いろいろ調べても何千円ですもんね。そういう人たち、逆に言うと、

フッ素に対する抵抗があるのかどうか、その辺は分かりません。その辺分かりませんが、小さ

い子の歯がしっかりできるんであれば、例えばもう何回も券を出すとか、そういうようなこと

をやりながらやればいいのではないのかと思うんです。 

 あと、市外に特定教育・保育施設とか幼稚園とか保育園行く。宇都宮、矢板、さくら、那珂

川、高根沢、茂木、益子とありまして、当然うちのほうも、同じぐらいはほかから来てもらっ
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ているというような理解でいいのか。 

 あと、食物アレルギー区分、私もそれは分かるんです、言われたことは。ここがちょっと不

思議に思ったんです。まず、中学生は専用給食が４人、そして指導給食は５人です。４対５は

どうなるかというと１.２５倍なんです。ところが、小学生になると、専用給食が１１人、指

導給食が２６人、そうすると、１.２５倍だと大体１３.７５になりますから、全然２６人です

から、そうすると、小学生のうちはこういうアレルギーがあるけれども、中学生になるとアレ

ルギーがなくなると、こういう理解なんでしょうか。その辺。 

 あと、今、読書通帳、大人３００冊というのでちょっとびっくりしました。私は一生かかっ

たってこんな読まないと、こう思います。子供１００冊と。どうなんでしょう、ミニ通帳でも

つくって、少し、ここまで読む人いっぱいいるんですね。２０人も３００冊とか１００冊読む

んですから、もうちょっと我々みたいなのに対してハードル下げてもらうというようなことも。

あと、学校なんかでも、少しハードルを下げた学校の読書通帳、こんなようなものをやってい

るのかどうか知りませんけど、そういうこともどうかと思うんですが、以上であれなんですが、

御回答お願いします。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  民生委員についてなんですが、議員おっしゃったとおり、民生

委員の方は災害時のキーマン、そのとおりだと思っております。ですので、不足地区に関しま

しては、自治会長や地区の民生委員・児童委員協議会の会長のほうに、なるべく早めに探して

くださいというのはもう何度も何度もお願いしているところなんですが、なかなか見つからな

いというのが実情でございます。 

○議長（青木敏久）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  お答えいたします。 

 フッ素塗布でございますが、効果は認められておりますので、しっかり周知のほうは、先ほ

ども答弁いたしましたが、しっかり周知してまいりたいと思います。 

 それと、施設型給付費の今年度受託分なんですが、那須烏山市では９施設で１７名というこ

とになってございます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  専用給食と指導給食の割合についてお答えいたします。 

 小学生から中学生に減っているのが、アレルギーがなくなったのかというのは直接は調べて

はおりません。毎年、アレルギーの方に対しては学校生活管理指導表というのを提出しており

まして、医師の診断の下にチェックしておりますので、人数のほうが減っているということで
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お答えさせていただきます。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  読書通帳について、なかなかハードルが高いのではないかと

いう御意見もいただいたところですが、高い目標を持ってぜひ取り組まれていただけるとあり

がたいかと思いつつ、学校の読書通帳についてなんですが、申し訳ありませんが、特に確認は、

この時点でしておりませんでした。今後、学校のほうでも、読書推進というところには取り組

んでおりますので、よりよい事業が行われるように、図書館ともに連携していくように伝えて

いきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  表彰に関しては、やはりその役職に応じて、３期もしくは４期、

それが９年以上、１０年以上、それぞれございますので、先ほど渋井議員からあったように、

３期９年、商工会、そういったところもあると思うんですが、ほかの役職についても非常に多

うございますから、全てのものを精査した上で検討してまいりたいと思っておりますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議長（青木敏久）  １４番渋井由放議員。 

○１２番（渋井由放）  一通り理解をしたところですが、最後に、各常任委員会の委員長に

お願いしたんですが、入札で電気料金、これが安くなるというようなことで、ミツウロコグリ

ーンエネルギーというところで入札をしました。約１％の削減率で、１,２５６万６９円の見

込みがあると、こうなっております。各委員会の委員長にお願いしましたので、その辺は確認

をしていただくようお願いしまして、ここで私の質問は終わります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ここで暫時休憩いたします。再開を１４時５５分といたします。 

休憩 午後 ２時４４分 

 

再開 午後 ２時５５分 

○議長（青木敏久）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 ほかに質疑はございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  それでは、令和５年度決算の中から申し上げます。 

 令和５年度の支出額を、私、集計しましたところ、一般会計、特別会計、企業会計合わせま

すと２１３億２,９００万円ほどありました。びっくりしました。これらが果たして効果が上

がったのか、改善点はないかなどについて、これから何点か質問をさせていただきます。 
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 通告したのは９点でありますが、それに加えまして、少々今回少なかったものですから、

２点ほど加えて質問申し上げます。 

 まず、１点目を申し上げます。 

 行財政報告の４２ページを開きますと、ＪＲ烏山線の通学定期券の補助事業があります。当

初予算で９１６万円取ったはずなんですが、結果、２８３人に対して４２３万６,０００円ほ

ど補助したということであります。果たして効果が上がったのかどうかという。それと、補助

率が何％だったのか、これについてお伺いをします。 

 次に、２点目です。 

 ４３ページです。 

 デマンド交通費の関係なんですが、今年は４,１７２万４,０００円ほどかかっています。そ

のうち、予約センターの委託料、これが１,２６９万円ほどかかりまして、総事業費の３１％

ほど予約センターにかかっているんです。これ、私、以前にも、決算のときに予約センターの

委託料を何とか縮減できないのかということを申し上げたところが、担当課長、研究してみま

すというわけだったんです。その後、研究されたのかどうか。他市町村の運行状況についても、

それと比較して、那須烏山市のデマンドの方法が果たして利用者に対しても利用しやすいのか

どうか、この辺のところも、苦情なんかも聞いているものですから、どうなのかお伺いをいた

します。 

 ３点目は、６６ページに、市の土地の貸付地、これは細かく全部載っています。私、お伺い

したいのは、市の土地とか建物の中で利用していないものが相当あるんじゃないかと思うんで

す。私、今年の３月だったか、その前だったか、一般質問の中でも、利用していない、将来と

も利用の計画もない土地については、もうこれは売却すべきじゃないかというような質問をし

たことがあります。そのときは検討しますで終わったんですが、いずれにしても、どの程度あ

るのかお伺いをしたいと思います。 

 ３点目は、９８ページです。 

 税収対策の件です。この件については、先ほど副議長のほうからも質問あったんですが、現

在の収納方法で、納税者から憎しみを無駄に持たれないかということです。非常に私は心配し

ます。これを見ますと、給与から預貯金、生命保険まで差押え換価をしています。税務課長、

また、他の課長も、この記事を見たかどうか分かりませんが、今年の７月だったんですが、愛

知県の高浜市、ここに来場者の男が可燃性の液体をまいて火をつけて刃物を振り回したと、こ

ういう事件がありました。これはＮＨＫのニュースでもなりました。何でこんなことしたかと

いうと、税金のトラブルらしいです。結局は、滞納があり、それに対しての言い訳、それはし

たんだろうが、その先の税務課の担当者の対応がよくなかった、だから頭にきてこんなことを
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したんじゃないかと思って、非常に私もこういうことが起きかねないというような感じを持っ

たものですから、今回質問に入れたわけであります。 

 次、２０８ページ、烏山高校への市営バスの定期券購入費補助、４分の１の補助をしていま

した。当初予算では３１４万円のはずだったんです。それが、４７万円ほどでもって実人員が

２３名しか利用しなかったようです。これは果たして効果があったのか。また、ここの来年度

の予算も続けていいのかどうか、改善点はないのか、この辺についてお伺いをしたいと思いま

す。 

 次に、２０９ページにスクールバスの件が記載されています。 

 このスクールバス、同僚議員の一般質問か何かで、見直しする必要があるんじゃないかとい

うような、ありましたね。私もこれは前々から考えていたんです。令和４年度が、１億

８０２万７,０００円ほどかかっていて、４年度は利用した子供が７７３名でもって、これを

その額で割ると、１人当たりのスクールバスの運行経費が１４万円かかっているんです。今年

は昨年よりも２００万円ほどさらにオーバーした、１億１,０００万円ほどかかっています。

費用が上がり、さらに今度は、利用者も去年の７７０から減っているはずです。そうしますと、

１人当たりの単価も上がっている。この見直しが何か必要がないのか。他市町村でもこのスク

ールバスの運行というのをやっているはずなんですが、那須烏山市の方法と違う方法があるの

かどうか、これは担当者に研究されているのかどうかもお伺いをしたいと思います。 

 次、２４４ページ、これは脱炭素化の１事業等をして、昨年は三箇のトンネルと緑地運動公

園２つの事業費を取りました。そのうち、緑地公園ではＬＥＤの照明導入でもって

９,５３３万８,０００円ほど支出してあります。去年途中で整備してまだ１年もたっていませ

んので、１年間の効果は分からないと思います。それともう一つ、電気料上がっていますから、

対前年と比較してもこの料金の計算というのは非常に難しい。実際に使った電気は何キロ使っ

たのか、これを前年と比較するというと、ＬＥＤによって年間にするというと電気料で何キロ

ワット削減できるという見込みが出ると思うんですが、この辺のところ、お伺いをしたいと思

います。 

 次、２６６ページです。 

 ここを見ますと、要介護認定者数が１,５６５人あります。介護が必要になった原因別の人

員です。例えば認知症とか骨折とか、様々な方法で、不幸にして介護の認定を受けることにな

ったと思うんですが、なぜ介護が必要になったのか、その原因を究明しないと、介護の人数を、

認定者の人数を減らすことも何も、そういうことが私は行政側としてできないと思うんです。

これはぜひ必要じゃないかと思いまして、これを質問しました。 

 ９点目は、決算書の中で、事務処理の効率化を図るため、電算処理等に要した委託料、使用
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料、賃借料と、これは一般会計は款ごとに、特別会計はまとめた価格です。これがどのぐらい

になるのかをお伺いしたいと思います。これ、実は、私が職員だった頃は、今から４０年も、

５０年ぐらい前だったかな、電算機なんていうのは全くありません。最初はそろばんでやって

いました。それから計算機というがらがら回すのが出てきまして、その後、電算関係の手でぽ

ちぽち押して加減乗除のできるような計算機を事務で使っていたんです。それから、実際に電

算処理を委託したのは、税務課でもって税金の計算ですよね。これをＴＫＣにお願いをしまし

た。その後、戸籍関係も全部向こうへ、この資料を入力して、戸籍もＴＫＣのほうで管理する

ようになりまして、実は私、このとき、これはみんな行政というのはＴＫＣのがんじがらめに

なって、どんどんどんどん委託費が重なっていくんじゃないかと思って、非常に私は心配をし

たことがあるんです。そんなこともあった経緯があるものですから、現在どのぐらいなのかを

お伺いしたいと思います。 

 それと、もう２点、これは申し訳ありません、２点、追加をいたします。 

 まず１番、どっちも簡単ですから。この行財政報告書の冒頭に、新たなまちづくりの第一歩

として、市長のにこやかな顔と挨拶が載っていまして、お伺いしたいのはその裏側です。市の

シンボルとして、合併当時に定めてあります。市の木はケヤキ、市の花はコブシ、市の鳥はカ

ラス、市の魚はアユと定めてあります。それぞれの理由づけを、なぜこれにしたのか、理由づ

けがありますね。ところが、このシンボルとしていながら、今、何にもしない。ケヤキなんか

も伐採した。実は武道館があったところにも立派なケヤキの木、ケヤキもコブシもありました

が、全部伐採して、それきり１本もありません。烏山庁舎にはコブシ、ケヤキがあるんだろう

か、私もその施設に行ってみないから、コブシの花が咲いているかどうか分かりませんが、あ

と、カラスなんですが、これは烏山の由来等から市に最もふさわしい鳥であるとしてカラスを

選定したんです。それはいいんですが、有害鳥獣駆除として１９羽、農政課長、駆除していま

すよね。市のシンボルを駆除しちゃっていいものか。どうも私は、ちょっとこれはどっちかに

すべきじゃないかと思います。カラスは有害鳥獣かもしれません。私も忌ま忌ましいことがあ

りますから、鉄砲で撃ってもらったほうがいいかもしれないんですが、そうするんだったら、

これはシンボルから外して別の鳥にすべきではないかと思います。あと、アユも、那珂川はア

ユの宝庫だといったって、今回の２３億円から出しているうちに、アユに関する支出は一銭も

ありませんよね。これはもうちょっと、今なかなかアユも少なくなっていますね。天然の遡上

も年々少なくなっているようですから、やはりこの際何らかの方法で、市もこれに対して、市

のシンボルともしているわけですから、これは、漁業組合等を通じて改善すべきではないかと

私は考えているところであります。この辺のところ、担当課長、市のシンボルをどう考えてい

るのかお伺いをしたいと思います。 
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 もう１点お伺いします。これは、総務課内に庁舎整備推進室というのがありますよね。もう

２年になりますが、これは新庁舎整備に向けまして、検討委員会の審議などをさせているわけ

なんです。去る３月には、候補地３か所ごとの概算事業費ももう公表しています。６月２８日

の第１１回の調査整備検討委員会では、もう既に新庁舎は烏山駅周辺に決定したと、こう称し

てありますよね。この６月２８日に決定していながら、まだ市長宛てに答申書というのは出な

いんでしょうか。この庁舎問題というのは、我々議会でも多分最も関心を持っていることです

し、一般住民の方からも、中山議員、庁舎どうなったんだと、しばしば私らも聞かれますし、

こう聞かれているのは私ばっかりじゃないと思います。そのぐらい市民にとっても関心を持っ

ている事業なんですから、これは庁舎整備推進室の役割が少々欠けているのではないかと私は

思っているんです。この辺のところ、どうなんでしょうか。 

 以上、１１点についてお伺いします。 

○議長（青木敏久）  大鐘まちづくり課長。 

○まちづくり課長（大鐘智夫）  まちづくり課関係、２点御質問をいただきました。 

 まず、行財政報告書、４２ページ、ＪＲ烏山線通学定期券購入費補助につきましてです。 

 こちらは１００周年記念の一環といたしまして、烏山線の利用向上及び烏山高等学校への入

学者の確保を目的に、補助率４分の１で実施した事業であります。新規事業のため、市内中学

生の進路希望の状況や市外から烏山高校への通学者の状況を基に予算を積算しましたが、バイ

ク通学や保護者による総合の送迎などもあり、こちらも相当数の数がありました。３月補正で

減額をしております。令和５年度は２８３名から補助申請がありまして、補助制度の創設によ

り複数ある通学手段の中から烏山線を選択する判断材料の１つになったのではないかと考えて

はおります。令和５年度から７年度までの３年間の事業であるため、効果等を検証し、また、

令和６年度、今年度にアンケート調査を実施する予定でおりますので、それらによりまして、

次期の制度を検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして、行財政報告書４３ページ、デマンド交通費用についてですが、現在、デマンド

交通は市内３地区を２つの業者により運行しております。複数の業者が地区別に割り振られて

おりまして、かつ、各事業者とも従業員が少なく、自社で予約を受け付けることが難しいため、

配車の調整や予約のワンストップ化を実現する上で、現時点において予約センターの設置が最

善であると考えております。 

 予約センター委託料の縮減を行うには、予約センターの在り方や規模縮小などの検討が必要

になりますので、本市にとって最適な運営方法について引き続き検討を進めてまいります。 

 また、他市町の状況についてですが、那珂川町、市貝町、茂木町、高根沢町は運行事業者が

１社のみであるため、運行業者が直接予約の受付業務を行っております。一方、茨城県の常陸
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大宮市では、地区別に複数の事業者が参入しデマンド交通の運行を行っておりますので、本市

と同様、予約センターを設置しております。 

 今後も他市町のデマンド交通の運用、運営状況を参考にしまして、費用対効果の高い運行方

法を調査検討してまいりますので、御理解くださいますようお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書６６ページ、土地及び建物の中で利用し

ていない物件はということですが、普通財産の中からの答弁とさせていただきます。 

 中山議員から質問があって以来、やはり中身についての詳細を検討中でございましたが、結

果的には、土地については、所在地が特定できないものや筆界などが未定なことから、正確な

把握ができないものが大変多い状況でございました。普通財産で一団の土地で利用できるもの

はほぼ少ないことになっている状況でございます。 

 それと、建物については、全て貸付けまたは倉庫などの利用において使っており、未利用物

件はない状況でございました。 

 以上であります。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  行財政報告書の９８ページにつきましては、収納対策の資料とい

うことで、令和５年度の数値と前年度の令和４年度の比較を、中山議員に比較していただきま

して、かなり件数が増えているということを御理解いただきましたことを感謝申し上げます。

徴収対策グループ、非常に喜んでいると思います。ありがとうございます。 

 早速ですが、現在の徴収方法で滞納者から憎しみを持たれないかにつきましては、まず、滞

納処分の流れ、先ほど矢板議員のほうに説明しましたので省略しますが、この滞納処分の流れ

につきましては、地方税法、地方自治法、国税徴収法、その他法令に基づき実施しております

ので、何ら問題はありません。しかし、中山議員が御心配いただいているとおり、憎しみを持

たれないかにつきましては、人それぞれいろんな考えをお持ちですし、税は優先債権なんだと

いうことなんですが、家のローンがあるから、車のローンがあるからとかいって、勝手に、自

分の解釈というか、自分の法律をつくってしまいまして、それを主張してくる方がいらっしゃ

います。なので、憎しみを持たれる方はいらっしゃると推察はしております。先ほど中山議員、

例を挙げていただきました愛知県の高浜市役所の事件もそうですし、あとはほかにも、令和

５年度につきましては、栃木県内において、地方公務員職員が滞納者宅に税金の徴収のために

訪れたところ、滞納者が包丁を持ち出し脅迫したことから、公務執行妨害の疑いで現行犯逮捕

された報道もございました。 
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 本市としましても、職員の安全確保のため、令和５年度の３月補正で防じんベストと、記録

が非常に重要なので記録用ビデオカメラ、実際ゴープロを購入しましたが、その予算を可決い

ただき、購入できたことには感謝しているところでございます。 

 今と昔の滞納整理の違いを申し上げたいと思いますが、昔、昔といってもそんな昔ではない

んですが、那須烏山市につきましては、平成２５年頃までの滞納整理の方法というのは、お願

いの滞納整理と言われるものをやってきました。職員が頭を下げて交渉したり、毎月滞納者宅

まで徴収に伺う過剰サービス、あと差し押さえる財産を見つけても、滞納者から脅されて諦め

てしまうということも多かったそうです。現在は、お願いの滞納整理から租税法律主義、法律

遵守の滞納整理ということで、そちらに意識の改革が進められておりまして、県が主催する研

修でもそのような内容となっております。滞納処分の流れは非常に複雑で専門的要素が強いこ

とから、本市では、総務省、自治大学校の税務専門課程、税務徴収コースの研修を受講した職

員が今までで３名おります。今後も、さらに滞納整理事務の資質向上を図り、滞納額の抑制に

努め、公正公平な税務行政に努めてまいります。 

 各議員におかれましても、地方自治、地方財政の根幹を御理解いただき、滞納者から間違っ

た相談があった場合は法律遵守での対応をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  申し上げます。答弁は簡潔にお願いいたします。 

 齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  それでは、私のほうから２点についてお答えいたします。 

 烏山高校の市営バスの定期券補助の助成につきましては、中山議員のおっしゃるとおり、当

初は３１４万円見込んでおりましたが、現実的には２３名でした。 

 要因につきましては、３年生の申請がありませんでした。さらに、２年生の申請も予想より

もかなり少なかった。こちらは、バイク通学、それから御両親の送迎というものがかなり多い

というような形で話は聞いております。 

 今後につきましては、補助事業であります。令和５年から始まりましたので、一応３年間と

いうのが原則、内規で決めていますので、そちらをもって、また見直し改善等を図っていきた

いと思います。 

 続いて、スクールバスの運行方法の見直しについて、こちらは、今年度、補正予算で運行の

契約が今年度いっぱい来ていますので、そちらで若干の見直しをしております。まず市有バス

の２台を廃止しまして運行委託に変更。中型バスをマイクロバスのほうに。児童数が減ってお

りますので、バスの型を変更。それから、ワゴン車１台は利用がもうないというのも見込まれ

ますので、廃止をしております。また、契約年数も、今まで５年としていたんですが、やはり
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児童数の変更、それからコースの変更などもありますので、５年から３年に変更したいと思い

ます。そのほか、他市町の運行方法なんですが、市で言いますと、全てを運行業務委託してい

るのは５市、５市が運行業務委託しております。そのほかは、本市と同じように運転委託とか、

一部運行業務委託とかという形になっております。 

 以上になります。 

○議長（青木敏久）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうから、行財政報告書２４４ページの緑地運動公園の

ＬＥＤ照明導入の効果ということでお話しします。 

 先ほど中山議員おっしゃいましたとおり、令和６年度からの稼働になっておりますので、

４か月の使用、４月から７月の使用料で比較しておりまして、こちらについては、対前年で

７０％程度の今年の利用になっています。ただ、ナイター照明ですので、そちらの使用状況に

もよります。これから年間を通して確認していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  ２６６ページ、要介護認定、介護が必要になった原因でござい

ますが、現在、要介護認定を受けている方全てですと１,５６５名の方を対象にした原因は把

握しておりませんが、令和５年度より新規申請者の認定申請に至った原因を集計しております。

令和５年度においては３４２件の新規申請があり、その主な申請原因は、加齢による筋力の低

下が１４９件、認知症６８件、脳血管疾患３９件、骨折３３件、心疾患２３件、がんが２２件

となっております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  決算書歳出の中で事務費、事務処理の効率化を図るため、

電算処理等にかかった費用について説明いたします。 

 まずは、一般会計から款ごとにということなので、１款２７０万飛んで８,０００円、２款

１億９,６４４万７,０００円、３款２,１４４万９,０００円、４款１８３万５,０００円、

６款１８８万９,０００円、７款１２万６,０００円、８款１７５万５,０００円、９款３７万、

１０款７７１万５,０００円、一般会計の合計が２億３,４２９万４,０００円。 

 次に、特別会計です。こちら、特別会計合計額で３,１４５万８,０００円ということになり

ます。なお、国保特別会計の施設診療勘定と熊田診療所については回答がありませんでした。 

 次に、行財政報告書の中の、市のシンボルの在り方についてなんですけれども、市の合併協

議の中で決定したシンボルとなっております。今後、必要とあれば検討していくことになるか
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と思います。 

 私からは以上です。 

○議長（青木敏久）  関公共施設再編担当課長。 

○公共施設再編担当課長（関 雅人）  最後に、私のほうからお答えいたします。 

 庁舎整備検討委員会の中では１か所に絞られたということで、現在庁舎の在り方も含めて、

庁舎整備基本構想の素案として取りまとめが行われております。併せまして、庁舎だけではな

くて、市民から要望の高い公共施設の役割を果たす周辺公共施設が連動いたしました新たなま

ちづくりの将来像を示すまちづくりのグランドデザインの検討も併せて進められているところ

でございます。 

 いずれにしましても、そう遠くはない時期に答申がなされるものと思っております。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  令和５年度決算総括質疑について、通告書のとおり質問いたします。 

 まず、決算書８０ページ、烏山小学校教育振興費、庁用器具について伺います。 

 決算書７５ページ、小学校管理費、児童見守りシステムについて伺います。 

 続いて行財政報告書の１０６ページです。生活福祉グループ、生活保護の実態について、以

上３点について伺います。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  私から２点についてお答えいたします。 

 まず、決算書の８０ページ、学校教育振興費の庁用器具費、検流計につきましては、こちら

は理科実験の理科備品で電流を計測する機器で１０個購入しております。高跳びバーの受け

５段につきましては、バーを受ける箇所が５段になっている、１か所じゃなくて５か所あって、

子供たちが自分たちでバーを置くだけで済むという、高跳びの台を１台購入しております。 

 続いて、決算書７５ページ、小学校管理費の児童見守りシステムについてお答えいたします。 

 フェリカカードの使用状況なんですが、こちら、まず、購入は１年生のみの購入で１６０枚

前後、毎年購入して、令和５年度は１６０枚購入しております。タッチ率、使用状況なんです

が、こちらのほうは今現在調べたところですと、大体おおむね５０％ぐらいの使用率となって

おります。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  では、行財政報告書１０６ページ、生活保護の実態についてお
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答えいたします。 

 当市における生活保護については、令和５年度は３月末で１３６世帯１７０人が受給してお

ります。この世帯は６５歳以上からなる高齢者世帯６０.３％、世帯主の障害による障害者世

帯１４.７％、世帯主の傷病による傷病者世帯９.６％、配偶者がいない母子世帯３.７％、こ

れらに該当しないその他の世帯１１.７％と分類しております。その他世帯の内容としては、

親の年金のみで生活している親子世帯、世帯主の失業等で収入がない世帯、就業しているが収

入が少ない世帯などが挙げられます。 

 この世帯分類毎の課題を踏まえ、家庭訪問回数を定め、世帯の自立度を支援しております。

自立に向けた支援の中には、就労指導や病気の軽減などが含まれます。近年、自動車の所有が

自立につながることとして、通勤や通院だけでなく、処遇保留など考慮されるようになってき

ております。自動車は資産であるため、制度上では、まず、現金に変え、生活に充てることが

前提となります。また、車検費への使用や自動車保険未加入での運転や事故の補償というおそ

れもあり、所有は基本的に容認されません。しかし、近年は公共交通不便地に住む方の通勤用、

疾病によっては扶養親族の支援を受けての通院用など、特別な条件を満たした者への容認があ

り、加えて、就職が見込まれる者への車の処分を保留するなど、容認条件も、その地域、状況

で勘案されるようになってきております。その反面、無断乗車や無許可の乗車をする者もおり

ますので、該当者への制度説明の徹底と、乗車記録の作成依頼などを行い、無許可の業者や悪

質な者へは車の処分指導や保護費の停廃止などの対応を行っております。 

 また、最近では、訪問時に、物価高騰により食費や電力が高騰している等の不満を訴える方

もおりますが、保護費は国の基準額を基に世帯の額を決定するもので、市独自の判断での増額

ができないことを丁寧に説明し理解を求め、計画的な金銭使用を助言しております。 

 とはいえ、中には金銭管理が困難な方もいらっしゃいますので、そのような方には社会福祉

協議会が行うアステラスを利用し、金銭管理を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  検流計は電流計ということで、理科の授業に利用するんですね。 

 高飛びバーの受け５段、小学校では、棒高跳びは多分やりませんから、走り高跳びのバーの

受けを更新したわけですね。 

 それでは、次に移ります。 

 小学校管理費、児童見守りシステム、フェリカカードの利用状況について伺いました。たし

か平成２０年度、烏山小学校校庭において出発式をやりました。当時、サカキバラ事件、ある

いは池田小学校の残酷な事件を踏まえて、子供の安心安全を図るために、登下校の際の父兄が
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メールで、バスに乗ったか、あるいは学校に着いたかを確認するために行われたものです。も

う約２０年経過していますから、ああいう凶悪な事件は、喉元過ぎれば忘れるということわざ

がありますが、決して忘れてはならないと思うんです。ですから、繰り返して犯行を起こさな

いためにも、フェリカカードの利用、さらに５０％という利用率でしょうけど、高めるように

努力してみてください。その点について何か回答があれば。 

 その次、行財政１０６ページの生活福祉グループ、生活保護の実態について、今説明があり

ましたが、一番４０代、５０代で生活保護を受けているという、いわゆる働ける世代の受給が

１１％ぐらいですか。先ほど課長から説明ありましたけど、車の所有は以前は絶対駄目だった

んです。エアコンも駄目だったんですよね。ところが、今は緩やかになりまして、所有も一応

認めるということになりました。日本国憲法第２５条第１項、全て国民は健康で文化的な最低

限度の生活を営む権利を有する。第２項、国は全ての生活面について、社会福祉、社会保障及

び公衆衛生の向上及び増進に努めなければならないとあります。ぜひ市民に寄り添った福祉行

政を担当課として進めていただきたいと思います。その点について、もう一度、答えるところ

があればお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  齋藤学校教育課長。 

○学校教育課長（齋藤浩文）  児童見守りシステムのタッチ数については低いということで、

こちらは上がるように検討はしてまいりたいとは思っております。ただ、見守りタッチシステ

ムというものが、先ほども御説明ありましたとおり、もう大分年数がたっております。システ

ム経費もかなりかかっておりますので、今後どのような方法がいいかというものに対して、今

検討しておりますので、御了解くださるようお願いいたします。 

○議長（青木敏久）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  生活保護の方についてでございますが、先ほど議員御理解のと

おり、以前は車については非常に厳しい要件ございました。ですが、現在、就労につながるも

のについては、休職中なんかは置いておくのを認めましょうとか、あと通院なんか、例えば人

工透析なんかで行って帰ってくるのが非常につらい状態の場合、代替の交通機関がない場合な

んかも認めましょうというような、以前に比べればかなり緩くなってきているところでござい

ます。エアコンに関しても、以前は認められませんでしたが、現在は、生活保護を受けた時点

で所有しなければ、１回は購入を認めましょうというような形になってきております。ですの

で、随分その辺の流れが変わってきているところでございます。先ほど申し上げましたが、生

活保護世帯、３月末で１３６世帯ございます。非常にいろいろな世帯の方がいらっしゃいます。

本当にケース・バイ・ケース、全然内容が違います。ですので、一概にどうとは言えないんで

すが、基本的に、先ほど議員おっしゃったとおり、市民に寄り添った行政のほうを進めている
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つもりでおりますので、御理解のほどお願いしたいと思います。 

○議長（青木敏久）  １５番髙田悦男議員。 

○１５番（髙田悦男）  生活保護受給世帯には、例を申し上げますと、９０歳で独り暮らし、

収入はといえば、息子が先に亡くなってしまいまして、息子さんの年金が、僅かですが、ある

んです。残りを生活保護に頼っているわけです。そういう恵まれない方も、世の中にはたくさ

んいるんです。ですから、先ほど言いましたように、福祉、全体で寄り添う生活保護にしても

らいたいんです。これは、本当に恵まれない、そういう人もおるわけですから、ぜひよろしく。

ちょっと言葉に詰まりました。 

 以上で終わります。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  それでは、総括質疑、私が最後になろうかと思います。 

 令和５年度の那須烏山市の決算ということでございまして、まず、一般会計からなんですが、

１ページ、市税の個人及び法人の現年課税分、滞納繰越分の不納欠損額、収入未済額の内訳を

お知らせください。 

 １ページ、固定資産税現年課税分、滞納繰越分の不納欠損額、収入未済額の内訳を教えてく

ださい。 

 １ページ、軽自動車税、種別割、現年課税分、滞納繰越分、不納欠損額、収入未済額の内訳

を教えてください。 

 ５ページ、土木使用料のうち、４の住宅使用料収入未済額の内訳を教えてください。 

 次に、７ページ、総務費国庫補助金のうち総務管理費補助金、これが収入未済額があります

が、内訳を教えてください。 

 同じく７ページ、土木費国庫補助金の道路橋梁費及び都市計画費、この補助金の収入未済額

の内訳を教えてください。 

 ９ページから１０ページでございまして、農林水産業費の県補助金の林業補助金の収入未済

額の内訳を教えてください。 

 １４ページ、雑入です。収入未済額の内訳を教えてください。 

 なお、この通告で、私、教育民生（下線部は、第６日に訂正。）常任委員会に属しておりま

すので、国保とか介護はそちらなのかと思っておりましたらば、これは市民課関係ということ

でございまして、要するに教育民生（下線部は、第６日に訂正。）の所管ではないということ

でございますので。 

○議長（青木敏久）  文教福祉常任委員会です。 
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○１６番（平塚英教）  これも併せて、国保の一般国民健康保険税の医療給付分現年課税分、

２、後期高齢者支援金現年課税分、３、介護給付費金分現年課税分、４、医療給付費滞納繰越

分、５、後期高齢者支援金滞納繰越分、６、介護給付金分の滞納繰越分の不納欠損額並びに収

入未済額の内訳を教えてください。退職保険者等国民健康保険税の医療給付費分の滞納繰越分

に後期高齢者支援金分滞納繰越分、３、介護給付費金、介護滞納分の収入未済額の内訳を教え

てください。 

 介護保険も市民課所管ですか。そうですね。 

○議長（青木敏久）  平塚議員所属は、文教福祉常任委員会です。 

○１６番（平塚英教）  だけど、国保は市民課だよね。だから、うちの所管だよね。 

 じゃ、介護も後期高齢者医療もですね。分かりました。それは取り消します。一般会計の

１４ページまで。 

 次、水道会計決算書、１１ページ、未収金の営業未収金、その他未収金、貸倒引当金の内訳、

内容の説明をお願いいたします。 

 また、下水道決算書の１１ページ、未収金、営業未収金その他の未収金、貸倒引当金の内容

について説明をお願いいたします。 

 なお、水道会計決算書１７ページでございますが、これは有収率でございますが、同僚議員

の一般質問並びに本日の決算の総括の質疑の中でもありましたので、これは結構ですが、いず

れにしても、衛星による漏水調査でございますが、全部は追えないということで、担当課とし

て本当に大変だと思うんですが、何としても、この有収率を増やすための御努力は引き続きお

願いしたいと思います。 

 次に、下水道の決算関係なんですが、監査委員の意見書には載っているんですけども、行財

政報告書の２７５ページを見ろということだと思うんですが、いずれにしても、昨年、令和

５年度から企業会計に変わったんです。そういう中で、水道会計については有収率というのは

今までありましたが、今回この下水道のほうでも有収率というのが前年度の比較値、これは監

査委員のほうで計算して出したということだそうで、それが載っておりました。水道関係の有

収率は分かるんですが、下水道の有収率についてはどう考えたらいいのか、担当課のほうで説

明をお願いいたします。 

 最後に、この下水道の水洗化率でございますが、どうしても南那須処理区、興野処理区と比

較をしまして、烏山処理区は、加入促進を図っているんですが、なかなかはかばかしい、水洗

化率が向上していないというのが実情でございますが、これについても改めて御努力をお願い

したいと思うんですが、今の努力等について説明をお願いいたします。 

 なお、この不納欠損額、収入未済額については、後で、要するに一覧表の資料をいただけれ
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ば私は結構なので、そういうことで対応していただければと思います。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  決算常任委員会の資料で、税務課のほうで用意してございます一

般会計の収入未済額、不納欠損額、それぞれ減退分、あと滞繰分、一覧表にしてありますので、

そちらをお配りして資料に代えさせていただきたいんですが、併せまして、国民健康保険税、

介護保険料、後期高齢者医療のほうも、税務課のほうで集計してありますので、その辺、提供

するということでよろしくお願いします。 

○議長（青木敏久）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  それでは、都市建設課分、土木使用料の住宅使用料、それか

ら国庫補助金道路橋梁費及び都市計画費の収入未済の内訳につきましても、一覧をもって答弁

とさせていただきます。 

○議長（青木敏久）  小原沢総合政策課長。 

○総合政策課長（小原沢一幸）  私のほうからは、決算書７ページ、総務費国庫補助金の収

入未済額の内訳について御説明いたします。 

 こちら、繰越しした事業が３本ございます。１つ目が、物価高騰に伴う低所得者世帯支給給

付金事業、こちら、７万円の給付に係るものでございます。これが５８５万３,０００円。次

に、均等割のみ課税世帯及び子育て加算分、こちらが８,２６９万４,０００円。もう一つが、

社会保障番号制度システムの整備事業費、こちらのマイナンバーカードへの氏名のローマ字表

記に係るシステムの改修業務になります。こちらが１,２４０万８,０００円。合計が１億

９５万５,０００円となっております。 

 次に、決算書１４ページ、雑入の収入未済額の内訳でございます。こちらは、生活保護世帯

への、年金などの支給などによりまして、突発的に収入が生じた場合に、その収入については

返還の対象となるものなんですが、その返還金が、まだ未済となっておりまして、令和５年度

は１３世帯に償還金が生じまして、３世帯分が分割納付中で納付が終了せず未済となっておる

額が６８万８,１６８円ということになっております。 

 以上になります。 

○議長（青木敏久）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうから、農政課の質問１点お答えしたいと思います。 

 決算書９ページから１０ページにかけての農林水産業費県補助金の林業補助金であります。

未収、収入未済額の１億８,５６４万２,０００円につきましては、認定こども園の事業費に関

わります林業木材産業構造改革事業費の補助金となってございます。建築費のうち、県産材を
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使用しました対象経費３億７,１２８万５,２００円のうち２分の１相当分が補助金として支払

われるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（青木敏久）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  私のほうから、まず、水道事業会計についてお答えしたいと

思います。 

 営業未収金についてということでいただいた件でございますが、営業未収金につきましては、

未回収の水道料金の金額ということになります。３月３１日時点の未回収、未収金残高は

７１６万円でしたが、８月末の時点で５００万円ほどの、それ以上の回収が進んでおり、現在

の残高は１９７万円となっている状況でございます。 

 その他未収金についてということで、その内訳でございますが、国庫補助金１,３８１万

８,０００円、工事負担金３９３万７,２７５円、こちらの工事負担金につきましては、烏山土

木事務所からの旭地区の共同溝工事に伴う敷設替工事によるものでございます。 

 ３つ目としまして、貸倒引当金についてということですが、水道料金の回収不能に備えまし

て、その見込額を計上しているものでございます。自己破産、本人死亡の親族による相続放棄、

会社の破産など、いろいろ理由等があるかと思うんですが、回収不能が見込まれる金額につい

てあらかじめ計上するものでございます。 

 続きまして、下水道事業会計について御説明いたします。 

 まず、１点目の未収金の内訳内容ということですが、営業未収金の内訳については、内容と

しましては、下水道使用料６４万８,５９７円、受益者負担金１２万３,２００円であります。

その他未収金でございますが、内容につきましては、令和５年度の消費税及び地方消費税の還

付税額ということになります。貸倒引当金につきましては、債権の不納欠損による損失という

ものに備えるため回収不能見込額として計上しているところでございます。 

 議員のほうから御質問いただきました、有収率という点についての考え方についてでござい

ますが、下水道につきましては、処理した下水道汚水のうち、使用料徴収の対象となる有収水

の割合というような考え方になります。 

 続きまして、烏山中央処理区の水洗化ということで、こちらにつきましては、南那須処理区、

また興野地区に比べて、やはり供用の時期が遅かったというところが一番悩ましい問題の原因

であるとも考えております。供用開始が遅れた分、合併浄化槽が先に入ってしまったと。そう

いった理由でなかなか下水道の接続が進まないというような状況でございます。現在、状況を

改善するため職員が戸別訪問を行いまして、未接続者への聞き取り調査を行っております。そ

の中で、未接続の理由として多いものが、高齢者世帯が多く、後継者がいない中での下水道接
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続には経済的な負担が大きい。また、浄化槽が今もまだ使えると、そのような理由により接続

が難しいという回答が多い状況でございます。 

 接続率の向上に向けては、全国の市町村の接続率向上策、そういったものを調査研究しまし

て、成功例などを参考に、本市の下水道接続率の向上というものに努めてまいりたいと考えて

おりますので、理解のほどよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（青木敏久）  １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  大変丁寧な説明、ありがとうございました。 

 なお、分からないものは、そういうことで、担当課のほうに行って聞き取り調査をしますの

で、私の質問は以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（青木敏久）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（青木敏久）  質疑がないようですので、議長において議事を進行し、これで質疑を

打ち切ることに異議はございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木敏久）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま上程中の認定第１号から認定第８号までについては、所管の常任委員会に付託した

いと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（青木敏久）  異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号令和５年度那須烏山市一般会計決算の認定についてから、認定第８号令

和５年度那須烏山市下水道事業会計決算の認定についてまでは、それぞれの所管の常任委員会

に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（青木敏久）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は９月１８日水曜日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ３時５６分散会］ 
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